
令和７年度 第１回板倉区地域協議会 次第 

 

 

 

日時：令和７年４月２２日(火) 

午後６時～ 

場所：板倉区総合事務所 

２０１・２０２会議室 

 

 

 

１ 開  会  

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 自主的な審議 

・ 自主的審議事項について 

 

 

４ 報告事項 

・ 令和７年度板倉区における主な事業について 

 

 

５ そ の 他 

  ・ 廃校施設の利活用に関するサウンディング型市場調査について 

 

 

６ 閉  会 



地域フォーラムについて 

 

（１）テーマ 

① 健康福祉部会で実施予定のアンケートについて説明する。 

② 後継者の育成（地域活動の担い手不足） 

③ 地域の歴史と文化の共有（地域の歴史や文化を振り返り、次世代に伝える方法を考える） 

④ 多様性と包摂性の促進（様々な住民が参加できるような環境を作る） 

⑤ 地域協議会と活動団体等との意見交換会や、部会が実施するアンケート調査などとの関

連を考え、テーマや開催時期を検討する。 

⑥ 若者のふるさと離れに対応したまちづくり。人口減少に歯止めをかける。 

⑦ 農業問題について。特に当区について後継者の問題や大規模経営、企業の参入による田

んぼの管理などの多くの問題をかかえている。各農業に関係する個人、団体に意見を求

める場を設けてみては。 

⑧ 上越市、板倉区在住の方に向けて、心にのこるイベントや意見交換、町内会長活動団体

との意見交換の実施 

⑨ 地域協議会合同研修会の更なる活用について 

⑩ テーマを事前に配布し、町内会の役員などの意見をまとめる。 

 

（２）実施方法 

① 質問や意見は、当日ではなく後日いただいて回答する。重要な案件は、広報等で掲載す

る。 

② キーノートスピーチ（基調講演）、ワークショップ 

③ 基調講演、パネルディスカッション 

④ 参加者が意見を出し合えるワークショップ形式を取り入れる。 

⑤ 町内会長連絡協議会と意見交換し、地域協議会の各部会による方向性を確認する。 

⑥ 人口流出現象への対策を実施している市町村の取り組みを紹介してもらい、グループご

とにワークショップ等板倉区での取り組みを考える。 

⑦ 全体会議 

⑧ 基調講演とワークショップ 

⑨ 年 1回の合同研修会(中郷、清里、板倉、牧)の開催方法の再考。協議員会員参加による

合同研修会の他、各地区代表者による情報交換会を兼た研修会の開催など。 

⑩ グループ単位でワークショップを実施する。 

 

（３）その他 

・ 見学した北部体育館について、板倉北部工業団地の企業の責任者等との意見交換が必要

なのではないか。 

・ 各種団体において、役員のなり手がいないことを実感している。 

・ 地域コミュニティの一体感が希薄化、無関心になっている。 

・ 何かをするのにリーダーとなる人が少ない。 

・ 昨年 11 月の牧区（深山荘）での合同研修会に参加し、板倉区以外の地域協議会の活動

状況などが分かり参考になった。 
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1 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

1 はじめに 

 

近年、人口減少や高齢化が進む中、地域コミュニティの維持や生活支援、地域内外の交流など、

様々な地域課題への対応が求められています。そのためには、人口の安定化をはじめ、経済の面にお

いても、環境の面においても、地域内外の多様な人材が、多様な働き方によって交流・定住することに

より、持続可能なまちづくりを進めることが重要と考えています。 

そこで、今年度大島、浦川原、牧の３区をモデル地区に選定し、地域の現状・課題を整理し、地域が

持続可能であるための将来像を考え、定住促進に向けた課題やアイデアを検討するための住民ワー

クショップを行ってきました。 

この報告書では、住民自らが人口診断や定住推進策を試みる住民ワークショップの実例と、人口

シミュレーションによる地域人口の「人口安定化シナリオ」（定住目標）の設定や、「地元関係図」・

「地元天気図」による現状把握から定住を実現していく地域の進化形のあり方、定住促進の取組を

考える上でのポイント等、定住戦略を策定するための考え方、手法等をまとめています。ぜひ、参考に

していただき、それぞれの地域で活用いただくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
藤山 浩 上越市創造行政研究所 所長 
  

1959 年、島根県益田市生まれ。一橋大学経済学部卒業。博士（マ

ネジメント）。島根県中山間地域研究センター等を経て 2017 年に

一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所を設立し、所長を務

める。2023 年 4 月から上越市創造行政研究所長を兼任 

 総務省地域力創造アドバイザー他、国・県委員多数。専門は、中

山間地域政策、未来社会論、地域計画、地域分析（人口・経済）、

地域づくり支援。著書に「田園回帰１％戦略」、「循環型経済をつく

る」、「小さな拠点をつくる」、「日本はどこで間違えたのか」など 



 

2 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

２ 持続可能なまちづくり支援事業の概要 

 

 目的 

・持続可能な上越市をつくるため、環境・経済・社会いずれの面においても住みやすいまちをつく

り、人口の安定化を目指す。 

・市内各地区での持続可能なまちづくりに向けて、地域住民と行政職員が協働によって地域の

現況を学習し、課題を整理し、課題解決策を検討・実施するプロセスを浸透するため、調査研

究機関としての伴奏型支援により地区別まちづくりのモデルを構築することを目的とする。 

 

 本事業の特徴 

① 定住人口の確保など、持続可能な地域づくりを目標とする 

・人口、経済、社会、環境的側面において持続可能な状態とその道筋を描くことを目的とする。

（地域自治はあくまでもその手段として捉える） 

・そのため、中長期的な視点、バックキャスティングの思考を取り入れる。 

（現状の延長線上で考えるのではなく、理想の姿を描いした現状と改善箇所の検討、その実

現に向けたアイデアの検討などを行う。 

 

② 地域経営のプロセスに基づいて設計する 

・地域づくりの課題検討（CA）、方針づくり（P）、実施（D）のサイクルをつくる。 

 

  ③ 学び合いによる共進化を力にする 

  ・老若男女・様々な立場の人々が参加し、前向き思考ができるようメンバー選定に最大限配慮する。 

・市に対する要望陳情ではなく、地区同士の学び合いによる共進化を促進する。 

 

④ 人材・組織づくりを念頭に置く 

  ・職員に対しては、事業の推進に必要な基本的な考え方や手法についての研修を実施するほ

か、資料の共同作成を通じたＯＪＴなどにより、能力強化を図る。 

    ・地域住民に対しては、具体的な取組課題を地域住民と共に抽出することにより、結果として

の人材発掘や組織形成を目指す。 

 ・このことに対し、自治体シンクタンクとして伴走支援を行う。 

 

 

 

 



 

3 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

３ 年間プログラム 

日 時 会場 内 容 

職員研修 

１0月 20（金） 

9：３０～ 

11：30 

浦川原地区

公民館 

地域の人口分析と地元天気図の作成 

■座学 

■地域人口、就農人口の予測シミュレーション 

■地元天気図作成のシミュレーション 

3区合同 

１１月 13（月） 

18：３０～ 

20：30 

 

浦川原地区

公民館 

地域の現状を把握する 

■藤山所長講演 

■人口安定化シナリオ、地元関係図の確認 

■地元天気図作成 ①現状課題編 

定住推進に向けて、地区の強み、弱み、連携不足などの現状

を「天気図」にまとめる 

3区合同 

１２月 11（月） 

18：３０～ 

20：30 

浦川原地区

公民館 

地域の目指す将来像を考える 

■地元天気図作成 ②課題解決編 

課題を解決する地域ぐるみのつなぎ直しを具体的に「天気図」

上に表現する 

■具体的に取り組む 3本柱の検討 

 地区別  

1～２月 

 

各区 定住を実現するためのアイデアを出しあう 

具体的に取り組む３本柱及び可視化した地区の情報をもとに、

取り組みを話合い、出された案をとりまとめる 

3区合同 

３月 10日（日） 

13：30～ 

15：30 

浦川原 

コミュニティ

プラザ 

 

地域の未来について語る 

本年度の予測や分析、検討結果を報告。モデル地区同士で情報

を共有するとともに取り組みの発表と意見交換を行う 

４ 実施体制 

所 属 体 制 役 割 

モデル地区 

住民 

大島・浦川原・牧区住民 36人（各 12人） 

・各区ベテランチーム（50～70代）6人 

ヤングチーム（20代～40代）6人 

ワークショップ参加 

総合事務所 総合事務所職員 12人（各区 4人） 

 

会場準備、住民サポート 

藤山所長・ 

上創研 

4人（各区担当制） 職員サポート 

（当日進行、事前・事後研修） 

 



 

4 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

５ 実施方法 

第１ステップ＝「人口分析」  
  今のままでは、２０代女性を中心とした人口の流出を十分に取り戻せていないために、人口

減少と高齢化が急激に進行します。しかし、それぞれの地域自治区で年に現在人口の約１％の定

住が実現すれば人口の安定化が見えてきます。現状や課題そして今後の推移を確かめ、その要

因を考えます。そして人口安定化のためには実際にどのくらいの定住を増加させればよいか、シ

ュミュレーションし、「これならできる」と思われる定住増加目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ステップ＝「地元関係図」の作成  
様々な先行事例から、今後の地域の取り組みには、分野を横断した手法（ 「事業内容」 、「お

金の使い方」など）により、地域の仕組みも分野横断を可能にするものを目指す必要があります。 

地域の仕組みを団体や人材の繋がり、お金の流れから明らかにする（＝見える化する）ことで、

自分の地域の仕組みをどうしていきたいか（今の課題に取り組むためにはどうあれば良いか）を

考えるための材料として活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

地区別定住戦略の原案構成 

○人口分析 

○将来の地元天気図 

○取組の３本柱 

○具体的な取組（アイデア）案 

第 3 ステップ＝「住民 WS①」～「地元天気図」づくり  
地域自治区の「地元関係図」を基に、次世代の定住を実現していく上で、現時点での強み（＝

高気圧）や弱み（＝低気圧）をまとめ、わかりやすく地域の課題と可能性を「地元天気図」としてま

とめ、今後の定住実現の取り組みの方向を見出していきます。地域自治区ごとに、老若男女１２

人（男 6、女 6）の住民が集まって、話合いを進めます。 

 

①ヤング、ベテランのチームを   ②高気圧、低気圧、台風マーク   ③グループ発表で成果を 

  結成                   を貼っていく              共有する 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 ステップ＝「住民 WS②、③」 ～「アイデア出し」  
・ 地域自治区ごとの人口分析や「地元天気図」を踏まえ、定住の実現に向け、地域の強みを生

かし、弱みを補い、地域の人たちがいきいきと暮らすことができる具体的な取組（アイデア）

を出し合い、まとめます。 
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第１回 活動報告 
 

 

テーマ 『地区まち W.S の運営手法』 

場 所：浦川原地区公民館 

参加者：浦川原・大島・牧区総合事務所    

職員 12 名 

 

開催内容 
  
～持続可能な地区別まちづくり支援 

事業モデル地区における職員研修～ 

 

ワークショップの進め方や住民の主体性

を高める手法、ポイント等を習得します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員研修 

9：30 講義 （講師：藤山所長） 

 ・将来人口・就農推計の必要性と推計方法 

 ・地元天気図（現状・未来）のつくり方と活用 

 ・具体的な取組の検討視点（3柱のたて方） 

 ・住民の主体性を高めるための手法やポイント 

 
 

10：00 グループワーク 

各区にわかれて、地域人口・就農人口の予測シミュレ

ーション、地元天気図（現状）の作成演習行いました。 

 
 

11：00 成果発表 

代表者が意見の発表を行いました。 

 

研修の流れ 

10/20 

(金) 
開催しました 
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①将来予測＜現状推移シナリオ＞                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人口が安定する組み合わせのシナリオ 

○定住増加目標：11 世帯 26 人/年 現在人口の０.９％（111人に１人） 

内訳：20代男女 4組＋30代夫婦 4組＋60代夫婦 3組 

※出生率向上と流出率抑制とも連動条件 
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①将来予測＜現状推移シナリオ＞               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人口が安定する組み合わせのシナリオ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定住増加目標：6.5 世帯 15 人/年間 現在人口の１.２％（83人に１人） 

内訳：20 代男女１組＋20 代女性 2 人＋30 代夫婦 2.5 組＋60 代夫婦 3 組 

※出生率向上と流出率抑制とも連動条件 
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小学生人口(人)

中学生人口(人)

牧区 

 

①将来予測＜現状推移シナリオ＞              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人口が安定組み合わせのシナリオ 
 

 

 

 

 

 

 

 

○定住増加目標：５世帯 13 人/年  現在人口の 0.８％（119人に１人）を目標 

内訳：20 代男女 1 組＋20 代女性 1 人＋30 代夫婦 2 組＋60 代夫婦 2 組） 

※出生率向上と流出率抑制とも連動条件 
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子育て・教育

うらがわら保育園
うらがわら子育てひろば

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

浦川原小学校

浦川原中学校

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

浦 川 原 区 総 合 事 務 所

浦川原地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 あ ふ れ る ま ち 浦 川 原

浦川原区

浦川原青少年育成会議

浦川原駐在所

東頸消防署

防災・交通・
エネルギー

上越警察署

市消防団

北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

自主防災組織(31)

うらがわら駅
虫川大杉駅

市防災士会
浦川原支部

市交通安全協会
浦川原支部

消防部(9)

浦川原方面
隊分団 (2)

市消防団
浦川原方面隊

越後田舎体験うらがわら連絡協議会

浦川原体育館(体育施設)

放課後児童クラブ

NPO法人うらがわら
スポーツクラブ

商工・観光

NPO法人
浦川原桜づつみ
公園を守る会

ナルス浦川原店

浦川原郵便局

大浦安商工会

区内建設業者等

区内飲食店等

市産業部
市文化観光部

月影の郷

クスリのアオキ
浦川原店

コメリ浦川原店

山本ぶどう組合

福祉

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会
浦川原支所

小菅歯科医院
丸田歯科医院

介護老人保健施設保倉の里

NPO法人大杉の里

浦川原地域包括支援センター

いきいきセンター
浦川原保健センター・生活支援ハウ
ス・浦川原デイサービスセンター

浦川原診療所
保倉の里診療所

ふれあいボランティアグループ

浦川原区民生委員児童委員協議会

市健康福祉部

農林（漁）

上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

NOSAI新潟県
上越支所

JAえちご上越

(有)ファーム
五十嵐

JAえちご頸北わかば上越
営農センター

活動組織 (19)
（多面的交付金）

集落協定 (16)
(中山間地域等直払)

農家組合

（公財）浦川原農業振興公社

浦川原物産館

浦川原農業振興会

ＪＡえちご上越浦川原青年部

浦川原区
認定農業者会

猟友会(東頸城支部
浦川原分会)

(有)山崎農場

(農)雪の里棚田ワールド(株)

(株)エー・エフ
グリーン

(農)すえひろ

(合)浦川原農産物
加工組合

頸城建設(株)

JAえちご上越
あるるん村

コミュニティ・その他

市総合政策部

浦川原区町内会長連絡協議会

下保倉地域
づくり協議会

町内会 (34)

老人クラブ(5)

月影2001

末広地区
協議会

月影地区
協議会

中保倉地域
振興協議会

浦川原地区公民館

浦川原コミュニティプラザ

月影雅楽保存会

虫川の大スギを守る会

NPO法人保倉川太鼓

飯室神楽保存会

市こども・子育て部
市教育委員会

こども
センター

ファミリーヘルプ保育園

月影の郷
運営委員会

子育て
支援

働く
場所

￥￥ ￥

￥

￥ ￥

￥ ￥

￥ ￥

￥

￥

￥

働く
場所

手作りの小さな文化祭
実行委員会

浦川原里山地域
活性化センター

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

大島保育園

大平駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署
上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

大島小学校

大島中学校

大島診療所

防災・交通・
エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

市地域政策課

上越警察署

市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会

お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人

ホームほくら園

菖蒲地区振興
協議会

JAえちご上越 北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越
大島支店

地区公民館
分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁
（多面的交付金）

集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店
町内会 (24) 老人会

農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
大島支部

市交通安全協会
大島支部

消防部⑻

大島方面隊
分団⑵

市消防団
大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会

細越平生会

大島区

¥ ¥

￥

大島っ子を
育む会

大島農業振興会

ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定
農業者会

猟友会
（東頸城支部）

大島地区振興
協議会

保倉地区振興
協議会

旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合

(株)アグリグロー

大島地区公民館

ほくら園居宅介護支援事業所

大島デイサービスセンター

大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

￥
働く
場所

旭農業
振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者

働く
場所

区内企業

市産業部
市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家

飯田邸

ほたる公園

菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

薬師岳

トコロテン

働く
場所

大島ふれあい館
（体育施設）

大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ
子育て
支援

地元関係図 
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ボランティアグループ
すずらん

太平洋精機
新潟工場

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

牧保育園

牧駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

高士分遣所
上越地域振興局
上越東農林事務所

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

牧小学校

牧中学校

牧診療所

防災・交通・
エネルギー

地域の中心となるコミュニティ
（小学校区）

上越市町内会長連絡協議会
上越警察署

市消防団

牧 区 総 合 事 務 所 ・ 牧 区 地 域 協 議 会

牧区町内会長連絡協議会

お牧区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

清里・牧支所

特別養護老人

ホーム沖見の里

牧地区振興
協議会 15町内

JAえちご上越

北越急行㈱

東頸バス

(農)棚広生産組合

（公財）牧農林業振興公社

JAえちご上越
牧支店・牧店舗

牧地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ法人 牧 振 興 会（総務広報部会、地域振興部会、福祉部会）

活動組織 (16)
（多面的交付金）

集落協定 (23)
(中山間地域等直払)

町内会 (38) 老人クラブ(9)
農家組合

自主防災組織

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
牧支部

市交通安全協会
牧支部

消防部( 10)

牧方面隊
分団⑵

市消防団
牧方面隊

牧区

¥ ¥

￥

牧っ子を育てる会

ＪＡえちご上越牧青年部・女性部

牧区認定
農業者会

原地区協議会
8町内

白峰地区振
協議会 2町内

川上地区
協議会 6町内

￥ ￥

￥

(農)雪太郎の郷

(農)みずほ

牧地区公民館

沖見の里居宅介護支援事業所

牧デイサービスセンター
やまゆりの家

牧コミュニティプラザ

越後田舎体験協議会 牧支部

（農)宮口

￥

働く
場所

牧農業振
興会

郵便局 (2)

清里牧商工会

区内建設業者
働く
場所

牧ふるさと
観光振興会

くびき野森林組合

牧ふれあい体験交流施設

川上笑学館

ふるさと村
ふるさとの家・アピール館

深山荘

働く
場所

牧体育館・牧プール
（体育施設）

放課後児童クラブ

子育て
支援

高校・大学

沖見地区
協議会 8町内

￥

農家民宿 (2)

どぶろく製造 (2)

割烹新柳

NPOよもぎの会

食房美咲 くるみや

イタヤ

牧まちづくり
実行委員会

￥

￥

￥

￥

牧子育てひろば

牧児童遊園

民生児童委員

清里・牧居宅介護支援事業所

牧高齢者福祉センター

牧文化協会

子ども会

山のホムサ

Yamaboushi

ふすべ山キャンプ場 ￥

￥

猟友会
（東頸城支部）

（農)坪山の郷

（農)いなほの郷

農業生産組合

用水組合 機械利用組合

市防災士会

牧コミュニティ
バス
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第 2 回 活動報告 

 

テーマ 『地域の現状を把握する』 

場  所：浦川原地区公民館 

時  間：18時 30分から 20時 30分 

参加者：浦川原・大島・牧区市民 36人 

 

開催内容 
  
～「地元天気図」により地域の現状を

整理する～ 

地域の強み・弱みや連携の良さ・弱

さを「地元関係図」上に「天気図」として

表すことで、地域の現状を見える化し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤山所長による講義 

地区まち住民ワークショップ 

ワークショップの流れ 

18：30 概要説明 

 ワークショップの目的とプロジェクトの経緯について説明

しました。 

 

18：40 講義（講師：藤山所長） 

 各地域の人口分析の結果、農村の地域資源を活用した

定住推進の具体策を、全国事例も交えて藤山所長から紹

介しました。 

 

19：15 グループワーク 

各区 2グループ（ヤング・ベテラン）計 6グループにわか

れて、地元関係図を使ったグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：05 成果発表 

各グループの代表者が意見の発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：30 閉会 

11/13 

(月) 
開催しました 
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子育て・教育

うらがわら保育園
うらがわら子育てひろば

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

浦川原小学校

浦川原中学校

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

浦 川 原 区 総 合 事 務 所

浦川原地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 あ ふ れ る ま ち 浦 川 原

浦川原区（ヤ）

浦川原青少年育成会議

浦川原駐在所

東頸消防署

防災・交通・
エネルギー

上越警察署

市消防団

北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

自主防災組織(31)

うらがわら駅
虫川大杉駅

市防災士会
浦川原支部

市交通安全協会
浦川原支部

消防部(9)

浦川原方面
隊分団 (2)

市消防団
浦川原方面隊

越後田舎体験うらがわら連絡協議会

低

浦川原体育館(体育施設)

放課後児童クラブ

NPO法人うらがわら
スポーツクラブ

商工・観光

NPO法人
浦川原桜づつみ
公園を守る会

ナルス浦川原店

浦川原郵便局

大浦安商工会

区内建設業者等

区内飲食店等

市産業部
市文化観光部

月影の郷

クスリのアオキ
浦川原店

コメリ浦川原店

山本ぶどう組合

福祉

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会
浦川原支所

小菅歯科医院
丸田歯科医院

介護老人保健施設保倉の里

NPO法人大杉の里

浦川原地域包括支援センター

いきいきセンター
浦川原保健センター・生活支援ハウ
ス・浦川原デイサービスセンター

浦川原診療所
保倉の里診療所

ふれあいボランティアグループ

浦川原区民生委員児童委員協議会

市健康福祉部

農林（漁）

上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

NOSAI新潟県
上越支所

JAえちご上越

(有)ファーム
五十嵐

JAえちご頸北わかば上越
営農センター

活動組織 (19)
（多面的交付金）

集落協定 (16)
(中山間地域等直払)

農家組合

（公財）浦川原農業振興公社

浦川原物産館

浦川原農業振興会

ＪＡえちご上越浦川原青年部

浦川原区
認定農業者会

猟友会(東頸城支部
浦川原分会)

(有)山崎農場

(農)雪の里棚田ワールド(株)

(株)エー・エフ
グリーン

(農)すえひろ

(合)浦川原農産物
加工組合

頸城建設(株)

JAえちご上越
あるるん村

コミュニティ・その他

市総合政策部

浦川原区町内会長連絡協議会

下保倉地域
づくり協議会

町内会 (34)

老人クラブ(5)

月影2001

末広地区
協議会

月影地区
協議会

中保倉地域
振興協議会

浦川原地区公民館

浦川原コミュニティプラザ

月影雅楽保存会

虫川の大スギを守る会

NPO法人保倉川太鼓

飯室神楽保存会

市こども・子育て部
市教育委員会

こども
センター

ファミリーヘルプ保育園

月影の郷
運営委員会

￥￥ ￥

￥

￥ ￥

￥ ￥

￥ ￥

￥

￥

￥

低

手作りの小さな文化祭
実行委員会

浦川原里山地域
活性化センター

低低低

高

高
高
高

高高

高高

高

高
高

高

高

高 高 高 高
高

高

高

高
高

高

高高

高

高高

低 低低低

低

低

低

低低

低低低低低

低

台

台

台

台

台

台

台台台

台
若いお
母さん
の集い
の場

若いお
母さん
の集い
の場

働く
場所

働く
場所

定住の
窓口

・駅あり、バスあり、タク
シーあり、優秀なはず・・・
・高校進学等、便利

・中学校の統合、そのうち
小学校も・・・
・統合しても浦川原にある
と登下校しやすい

無料で利用できる子育て
ひろばはありがたい

うらがわらマラソンなどに中
学生が参加してくれる
→ご両親も参加してもらえる
のでイベントが盛り上がる

子どもが遊べる公園がない
児童館

電車が好きな子どもはたくさ
んいるので、楽しそうなイベ
ントが増えると良いかも
ちょっと駅は暗い

やる人が少なく、入
れ替わりが難しい

近くにあっても子育て
世代は利用しづらい

あまり行く理由がない

何かをやっているみたいだけど、
参加したいとまで思わない。

低
伝統ではあるが、続け
ていけるか。人員不足

もっとPRを考えれば、
他との差別化で盛り上
がれると思う

やることがクリーン活
動だけ

北代のぶどう園みたい
に、ぶどうの加工品を
活かしたカフェとかあ
るといいなと思う

学生へ畑の指導をして
くれている。子どもが
とても関心をもった

昔からの加工品を作っ
ていて、他地域の方の
お土産にもできる。誇
らしい。

・イベントを定期的に開催している
・移住促進のため、移住を検討してい
る方のおためし移住拠点になったり、
地域案内などの窓口になりそう

国道で車の通りも多いのに、ただ
の通り道になってしまっている

・近場でだいたいそろう
・アオキができて浦川原でほ
しいものがそろうようになっ
た（ミルクやオムツ等）
・確実に浦川原を住みやすく
している

毎年祭りをこなすだけ
になってきている

ナルスで買えないもの
が買えて楽しい。手作
りのお菓子とか

・たくさんの方に来ていただける
イベントがあれば
・地元の新鮮な野菜が手に入る。
が、入りにくい。

盛り上がり感があまりな
い。行事等・・・

高

小さな文化祭を月影雅楽
の披露の場にしたらよい

高

他県の方にこの地の暮らしなどを
知ってもらえる場がある → 今
は学生向けだが、一般の移住希望
の方向けにも展開できないか？

子育て
支援

これから需要が増えて
いくと思われる。より
良い形で収益化できる
か！？

第1回ワークショップ
まとめ（R5.11.13）

資料１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦川原（ヤング） 



 

14 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

子育て・教育

うらがわら保育園
うらがわら子育てひろば

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

浦川原小学校

浦川原中学校

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

浦 川 原 区 総 合 事 務 所

浦川原地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 あ ふ れ る ま ち 浦 川 原

上越市浦川原区

浦川原青少年育成会議

浦川原駐在所

東頸消防署

防災・交通・
エネルギー

上越警察署

市消防団

北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

自主防災組織(31)

うらがわら駅
虫川大杉駅

市防災士会
浦川原支部

市交通安全協会
浦川原支部

消防部(9)

浦川原方面
隊分団 (2)

市消防団
浦川原方面隊

越後田舎体験うらがわら連絡協議会

浦川原体育館(体育施設)

放課後児童クラブ

NPO法人うらがわら
スポーツクラブ

商工・観光

NPO法人
浦川原桜づつみ
公園を守る会

ナルス浦川原店

浦川原郵便局

大浦安商工会

区内建設業者等

区内飲食店等

市産業部
市文化観光部

月影の郷

クスリのアオキ
浦川原店

コメリ浦川原店

山本ぶどう組合

福祉

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会
浦川原支所

小菅歯科医院
丸田歯科医院

介護老人保健施設保倉の里

NPO法人大杉の里

浦川原地域包括支援センター

いきいきセンター
浦川原保健センター・生活支援ハウ
ス・浦川原デイサービスセンター

浦川原診療所
保倉の里診療所

ふれあいボランティアグループ

浦川原区民生委員児童委員協議会

市健康福祉部

農林（漁）

上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

NOSAI新潟県
上越支所

JAえちご上越

(有)ファーム
五十嵐

JAえちご頸北わかば上越
営農センター

活動組織 (19)
（多面的交付金）

集落協定 (16)
(中山間地域等直払)

農家組合

（公財）浦川原農業振興公社

浦川原物産館

浦川原農業振興会

ＪＡえちご上越浦川原青年部

浦川原区
認定農業者会

猟友会(東頸城支部
浦川原分会)

(有)山崎農場

(農)雪の里棚田ワールド(株)

(株)エー・エフ
グリーン

(農)すえひろ

(合)浦川原農産物
加工組合

頸城建設(株)

JAえちご上越
あるるん村

コミュニティ・その他

市総合政策部

浦川原区町内会長連絡協議会

下保倉地域
づくり協議会

町内会 (34)

老人クラブ(5)

月影2001

末広地区
協議会

月影地区
協議会

中保倉地域
振興協議会

浦川原地区公民館

浦川原コミュニティプラザ

月影雅楽保存会

虫川の大スギを守る会

NPO法人保倉川太鼓

飯室神楽保存会

市こども・子育て部
市教育委員会

こども
センター

ファミリーヘルプ保育園

月影の郷
運営委員会

￥￥ ￥

￥

￥ ￥

￥ ￥

￥ ￥

￥

￥

￥

手作りの小さな文化祭
実行委員会

浦川原里山地域
活性化センター

低

低 低

低

低

低

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

低

低

低

低

低 低

低

低

低

低

台

台

子育て
支援

働く
場所

働く
場所

若いお
母さん
の集い
の場

30代女
性集い
の場

通学にお金がか
かる！でも高校
通学費には補助
が出ない

浦川原にずっと
住みたいと思う
人が少ないので、
頑張る人が限ら
れる。

・スポーツクラブは世代交代
を図っている
でも進んでやりたがる人がい
ない感じ
・保→小→中 子育てを支える
地域、保護者の歩み寄りが少

昔より薄い関係

ほくほく線の駅が
２つ！通勤通学に
工夫できそう？！

町内会以外の組織の声も
くみとってほしい

高齢化により活動
するメンバーが集
まらない

地域で活動してい
る人がいるけど、
発信が弱い

地域を支える全ての住民
の理解が得られていない
のでは？

買い物でき
るところが
ある

飲食店がどんど
ん減っている

もっと地元のもの
を売ってほしい

同じ目標（農地維持、良
質米づくりなど）に向
かって連携している

新規入会もあり、活動が
活発になってきている

放棄地が少し止められ
ている

高田図書館 浦川原分館

中学生が親の迎えを待つ場所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦川原（ベテラン） 



 

15 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

大島保育園

大平駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署
上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

大島小学校

大島中学校

大島診療所

防災・交通・
エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

市地域政策課

上越警察署

市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会

お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人

ホームほくら園

菖蒲地区振興
協議会

JAえちご上越 北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越
大島支店

地区公民館
分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁
（多面的交付金）

集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店
町内会 (24) 老人会

農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
大島支部

市交通安全協会
大島支部

消防部⑻

大島方面隊
分団⑵

市消防団
大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会

細越平生会

大島区（ヤ）

¥ ¥

￥

大島っ子を
育む会

大島農業振興会

ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定
農業者会

猟友会
（東頸城支部）

大島地区振興
協議会

保倉地区振興
協議会

旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合

(株)アグリグロー

大島地区公民館

ほくら園居宅介護支援事業所

大島デイサービスセンター

大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

￥

旭農業
振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者

区内企業

市産業部
市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家

飯田邸

ほたる公園

菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

薬師岳

トコロテン

大島ふれあい館
（体育施設）

大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ

高

高

高

低

低

低

低

低低

低

低

低

低

低

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高
高

高

高

高

高高

高

台

台

台

子育て
支援

子育て
支援

若いお
母さん
の集い
の場

子育て
支援

定住の
窓口

30代女
性集い
の場

働く
場所

働く
場所

働く
場所

働く
場所

集う場所・機会がココだけ？

移住者達のネットワーク
連携がしっかりとれている
月1回の会議あり

利用者数の減少
高齢化率高いため本当は必要

役の担い手も高齢化

30代女
性集い
の場

高田図書館で借りた本が返却できる

4地区が連携するといいな

各青年部がもっとつながりたい
自然を活かしている
アウトドアブーム
地元のイベント開催

立派な体育館だけど、もっと利用者が
いると活発化するのになぁ…

休みでも先生が診てくれる

合併になり今後期待

唯一のスーパー
移動販売があり、高齢者は助かっている

夏場は農業、冬期間は除雪

働く
場所

設備の老朽化

SNS発信
期間限定のカフェ

すばらしい景色があるけど、
昔程のにぎわいが…

キンプリが来て有名
になった

十日町Home Homeと
の連携

TVで話題！！
毎年行列！！

台
農業の将来像の決め手

小学校との連携
学校田

若手の農業の担い手が頑
張っている

若者の集まりの場

人数が多い
高稼働率
メンバー急減が目前

低

立派な駅ではあるが、
利用者が少ない

毎年防災訓練をやっている
若い人にはあまり認知され
てないかな

SNSで市内の朝市に自社ブラン
ドの米を売っているのを見た

旭では「お祭り」を軸
に若手がまとまりつつ
ある

高

台

低

高高

高
高
高

多方面に活動を広げられたらいい…

台 台

子育て
支援

親子で参加できるイベントを企画

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島（ヤング） 



 

16 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

大島保育園

大平駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署
上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

大島小学校

大島中学校

大島診療所

防災・交通・
エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

市地域政策課

上越警察署

市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会

お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人

ホームほくら園

菖蒲地区振興
協議会

JAえちご上越 北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越
大島支店

地区公民館
分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁
（多面的交付金）

集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店
町内会 (24) 老人会

農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
大島支部

市交通安全協会
大島支部

消防部⑻

大島方面隊
分団⑵

市消防団
大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会

細越平生会

大島区（ベ）

¥ ¥

￥

大島っ子を
育む会

大島農業振興会

ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定
農業者会

猟友会
（東頸城支部）

大島地区振興
協議会

保倉地区振興
協議会

旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合

(株)アグリグロー

大島地区公民館

ほくら園居宅介護支援事業所

大島デイサービスセンター

大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

低

￥

旭農業
振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者

区内企業

市産業部
市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家

飯田邸

ほたる公園

菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

大島ふれあい館
（体育施設）

大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ

低

低

低

低

低

高

高

高

高

高高

高

低低

低

低

低

低

低

低

低

低

低

低

低低
低低

低

低

高

高

高

高

高

高

高

高
高

高

台

地域住民

・医師高齢化
・先生の高齢化によ
り受診者が減少

・行政
・住民
・サービス事業の関係性

ふれあい会館
有効な利用

・学校がなくなってさみしい
・合併して浦川原へ行くこと
で大島の良さを学べるのか

・人数が少なく、自分の好き
なスポーツ等選べない

・利用者の減少
・働く人の確保

大きい病院へすぐつ
ないでくれる

活用されてい
ない

高

地区全体としての
つながりがない

各地区での取組が
つながっている

高

PRが上手く集客力
が高い

人がいない

低
・テレビの影響力はすごい！
・若い人たちが頑張っている

美人林と比べられ、
地域資源があるの
にもったいない

台 台

地域資源
が豊富

地域資源があるが、
活かせていない

役員のなり手
がなく、老人
会が消滅

唯一のスーパー

時間が短い
お客さんが外に
出て買う

低

地域住民の関り
と連携

公共交通
足の拠点

次年度2部→1,2,3
合同になるため

若い人が色々な活動を
していて、とても良い

個人農家

働く
場所

働く
場所

働く
場所

働く
場所

子育て
支援

子育て
支援

若いお
母さん
の集い
の場

若いお
母さん
の集い
の場

若いお
母さん
の集い
の場

30代女
性集い
の場

30代女
性集い
の場

30代女
性集い
の場

30代女
性集い
の場

定住の
窓口

定住の
窓口

定住の
窓口

子育て
支援

定住の
窓口薬師岳 高

トコロテン 高高

低

低

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大島（ベテラン） 



 

17 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

ボランティアグループ
すずらん

太平洋精機
新潟工場

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

牧保育園

牧駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

高士分遣所
上越地域振興局
上越東農林事務所

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

牧小学校

牧中学校

牧診療所

防災・交通・
エネルギー

地域の中心となるコミュニティ
（小学校区）

上越市町内会長連絡協議会
上越警察署

市消防団

牧 区 総 合 事 務 所 ・ 牧 区 地 域 協 議 会

牧区町内会長連絡協議会

お牧区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

清里・牧支所

特別養護老人

ホーム沖見の里

牧地区振興
協議会 15町内

JAえちご上越

北越急行㈱

東頸バス

(農)棚広生産組合

（公財）牧農林業振興公社

JAえちご上越
牧支店・牧店舗

牧地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ法人 牧 振 興 会（総務広報部会、地域振興部会、福祉部会）

活動組織 (16)
（多面的交付金）

集落協定 (23)
(中山間地域等直払)

町内会 (38) 老人クラブ(9)
農家組合

自主防災組織

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
牧支部

市交通安全協会
牧支部

消防部( 10)

牧方面隊
分団⑵

市消防団
牧方面隊

牧区（ヤ）

¥ ¥

￥

牧っ子を育てる会

ＪＡえちご上越牧青年部・女性部

牧区認定
農業者会

原地区協議会
8町内

白峰地区振
協議会 2町内

川上地区
協議会 6町内

￥ ￥

￥

(農)雪太郎の郷

(農)みずほ

牧地区公民館

沖見の里居宅介護支援事業所

牧デイサービスセンター
やまゆりの家

牧コミュニティプラザ

越後田舎体験協議会 牧支部

（農)宮口

￥

牧農業振
興会

郵便局 (2)

清里牧商工会

区内建設業者

牧ふるさと
観光振興会

くびき野森林組合

牧ふれあい体験交流施設

川上笑学館

ふるさと村
ふるさとの家・アピール館

深山荘

牧体育館・牧プール
（体育施設）

放課後児童クラブ

高校・大学

沖見地区
協議会 8町内

￥

農家民宿 (2)

どぶろく製造 (2)

割烹新柳

NPOよもぎの会

食房美咲 くるみや

イタヤ

牧まちづくり
実行委員会

￥

￥

￥

￥

牧子育てひろば

牧児童遊園

民生児童委員

清里・牧居宅介護支援事業所

牧高齢者福祉センター

牧文化協会

子ども会

山のホムサ

Yamaboushi

ふすべ山キャンプ場 ￥

￥

猟友会
（東頸城支部）

（農)坪山の郷

（農)いなほの郷

農業生産組合

用水組合 機械利用組合

市防災士会

牧コミュニティ
バス

一カ所にあって助か
る

バス料金が高い低

低

低

低

低

低

低

低

低

低

低

高

高

高

高

高

高

高

高

台

台

台

台

働く
場所

働く
場所

働く
場所

働く
場所

働く
場所働く

場所

定住の
窓口

集う所

集う所

集う所

コシヒカリ
研究会

マッキーの
くびき牛

冬の牧での暮らしが
安全安心でよい

常駐の医師がいてほしい

乗合コミュニティがない。
遠慮？

若い女性が集う場がない

飲食店がある

アンテナショップ、
発信源、商品・おみ
やげ

組織が多すぎる
でも出る人は同じ

高齢化

土日もあると嬉しい

夏休みに子どもがバスで友
達に会いに行くことができ
た
親の送迎が必須の牧にとっ
てとても助かる

牧在住の従業員
が少ない

地域とのつながり

子どもの減少に合わせてなく
なってきている
横のつながりがない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧（ヤング） 



 

18 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

ボランティアグループ
すずらん

太平洋精機
新潟工場

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

牧保育園

牧駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

高士分遣所
上越地域振興局
上越東農林事務所

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

牧小学校

牧中学校

牧診療所

防災・交通・
エネルギー

地域の中心となるコミュニティ
（小学校区）

上越市町内会長連絡協議会
上越警察署

市消防団

牧 区 総 合 事 務 所 ・ 牧 区 地 域 協 議 会

牧区町内会長連絡協議会

お牧区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

清里・牧支所

特別養護老人

ホーム沖見の里

牧地区振興
協議会 15町内

JAえちご上越

北越急行㈱

東頸バス

(農)棚広生産組合

（公財）牧農林業振興公社

JAえちご上越
牧支店・牧店舗

牧地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ法人 牧 振 興 会（総務広報部会、地域振興部会、福祉部会）

活動組織 (16)
（多面的交付金）

集落協定 (23)
(中山間地域等直払)

町内会 (38) 老人クラブ(9)
農家組合

自主防災組織

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
牧支部

市交通安全協会
牧支部

消防部( 10)

牧方面隊
分団⑵

市消防団
牧方面隊

牧区（ベ）

¥ ¥

￥

牧っ子を育てる会

ＪＡえちご上越牧青年部・女性部

牧区認定
農業者会

原地区協議会
8町内

白峰地区振
協議会 2町内

川上地区
協議会 6町内

￥ ￥

￥

(農)雪太郎の郷

(農)みずほ

牧地区公民館

沖見の里居宅介護支援事業所

牧デイサービスセンター
やまゆりの家

牧コミュニティプラザ

越後田舎体験協議会 牧支部

（農)宮口

￥

牧農業振
興会

郵便局 (2)

清里牧商工会

区内建設業者

牧ふるさと
観光振興会

くびき野森林組合

牧ふれあい体験交流施設

川上笑学館

ふるさと村
ふるさとの家・アピール館

深山荘

牧体育館・牧プール
（体育施設）

放課後児童クラブ

高校・大学

沖見地区
協議会 8町内

￥

農家民宿 (2)

どぶろく製造 (2)

割烹新柳

NPOよもぎの会

食房美咲 くるみや

イタヤ

牧まちづくり
実行委員会

￥

￥

￥

￥

牧子育てひろば

牧児童遊園

民生児童委員

清里・牧居宅介護支援事業所

牧高齢者福祉センター

牧文化協会

子ども会

山のホムサ

Yamaboushi

ふすべ山キャンプ場 ￥

￥

猟友会
（東頸城支部）

（農)坪山の郷

（農)いなほの郷

農業生産組合

用水組合 機械利用組合

市防災士会

牧コミュニティ
バス

少ない人数でも協力的

少人数で活気がない

高

高

高

高

高

低

低

低

高

子育て
支援

低

高

働く
場所

高

低

低

低 低

低
高

高

高

高

低

低

高 働く
場所

高
高台

台

台

台

高

高

低

高

高

高

高

低

低

低

高

低

台低

高

働く
場所

働く
場所

高

高定住の
窓口

台

低

高

牧っ子のため
にもっと活動
してほしい

休診日が多く、
住民が安心で
きない

常勤医師が不在

連携がよい

子ども・高齢者向けの行事
を計画・実行

それぞれの活動は
あるがまとまって
いない

高齢化に伴い維持
が厳しい 高齢化

まとめる人がいな
くなっている

特色あるお店が
どんどんオープン

集う所

キャンプ
ブーム

牧区には温泉が必要

農業者が少なくなる
中、頑張っている。

正社員を雇えない。
儲けが足りず、資
金も足りない。

農地を守るか
じ取り役

高

各部会が知恵とアイディア
を出し合い活動中

雇用を生み出している

後継者を育ててほしい

唯一の店舗
区外からも買
い物客

市長点検のための
消防組織である気
がする

土日の運行があれ
ばもっといいんだ
けど…

消防団の新規加入
がとても少ない
若い人がいない、
魅力がない

山間地への取組が
ダメすぎる

地元に猟師がいない

区内の農業振興が見えてこない

少子化
低

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧（ベテラン） 



 

19 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第 3 回 活動報告 

 

テーマ 『地域の目指す将来像を考える』 

場  所：浦川原地区公民館 

時  間：18時 30分から 20時 30分 

参加者：浦川原・大島・牧区市民 36人 

 

 

開催内容 
  
～ 次世代の定住を実現する取組の 

３本柱を考える ～  

 

定住の実現に向け、地域の強みを生

かし、弱みを補い、地域の人たちがいき

いきと暮らすことのできる「将来の地元

関係図」としてまとめます。 

 

①定住実現のため、何とかしたい、もっ  

と盛り上げたいと思う組織はどこか？ 

 

②そのためにはどうすればいいか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区まち住民ワークショップ 

ワークショップの流れ 

18：30 はじめに 

 前回のふりかえり、今回のグループワークの進め方や藤

山所長からグループワークのアドバイス（定住実現につな

がる取組事例の紹介）がありました。 

 

18：55 グループワーク 

各区 2グループ（ヤング・ベテラン）計 6グループにわか

れて、地元天気図を使ったグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：05 成果発表 

各グループの代表者が意見の発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：30 閉会 

12/11 

(月) 

グループワークの様子（全体） 

開催しました 



 

20 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

子育て・教育

うらがわら保育園
うらがわら子育てひろば

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

浦川原小学校

浦川原中学校

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

浦 川 原 区 総 合 事 務 所

浦川原地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 あ ふ れ る ま ち 浦 川 原

浦川原区（ヤ）

浦川原青少年育成会議

浦川原駐在所

東頸消防署

防災・交通・
エネルギー

上越警察署

市消防団

北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

自主防災組織(31)

うらがわら駅
虫川大杉駅

市防災士会
浦川原支部

市交通安全協会
浦川原支部

消防部(9)

浦川原方面
隊分団 (2)

市消防団
浦川原方面隊

越後田舎体験うらがわら連絡協議会

浦川原体育館(体育施設)

放課後児童クラブ

NPO法人うらがわら
スポーツクラブ

商工・観光

NPO法人
浦川原桜づつみ
公園を守る会

ナルス浦川原店

浦川原郵便局

大浦安商工会

区内建設業者等

区内飲食店等

市産業部
市文化観光部

月影の郷

クスリのアオキ
浦川原店

コメリ浦川原店

山本ぶどう組合

福祉

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会
浦川原支所

小菅歯科医院
丸田歯科医院

介護老人保健施設保倉の里

NPO法人大杉の里

浦川原地域包括支援センター

いきいきセンター
浦川原保健センター・生活支援ハウ
ス・浦川原デイサービスセンター

浦川原診療所
保倉の里診療所

ふれあいボランティアグループ

浦川原区民生委員児童委員協議会

市健康福祉部

農林（漁）

上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

NOSAI新潟県
上越支所

JAえちご上越

(有)ファーム
五十嵐

JAえちご頸北わかば上越
営農センター

活動組織 (19)
（多面的交付金）

集落協定 (16)
(中山間地域等直払)

農家組合

（公財）浦川原農業振興公社

浦川原物産館

浦川原農業振興会

ＪＡえちご上越浦川原青年部

浦川原区
認定農業者会

猟友会(東頸城支部
浦川原分会)

(有)山崎農場

(農)雪の里棚田ワールド(株)

(株)エー・エフ
グリーン

(農)すえひろ

(合)浦川原農産物
加工組合

頸城建設(株)

JAえちご上越
あるるん村

コミュニティ・その他

市総合政策部

浦川原区町内会長連絡協議会

下保倉地域
づくり協議会

町内会 (34)

老人クラブ(5)

月影2001

末広地区
協議会

月影地区
協議会

中保倉地域
振興協議会

浦川原地区公民館

浦川原コミュニティプラザ

月影雅楽保存会

虫川の大スギを守る会

NPO法人保倉川太鼓

飯室神楽保存会

市こども・子育て部
市教育委員会

こども
センター

ファミリーヘルプ保育園

月影の郷
運営委員会

￥￥ ￥

￥

￥ ￥

￥ ￥

￥ ￥

￥

￥

￥

手作りの小さな文化祭
実行委員会

浦川原里山地域
活性化センター

起業サポート

スポーツクラブの
活動状況をSNSで広
めてもらう

①情報発信の
ベース基地

情報の発信現元
になってほしい
情報をまとめて
ほしい

スポーツのサブスク
いろんなスポーツを月
額制で体験できるよう
な仕組み

子どもが遊べる
公園、児童館

③駅の隣なのでカフェや飲食ス
ペースを作り、電車の待ち時間な
どに活用できるイベントなど、
もっとみんなが知れる仕組みを作
る

飲食スペース
電車を待てる所
お酒のイベントなど

周りにきっかけ
となるイベント
をしてほしい

②浦川原体育館で様々なスポーツ
を体験できるような組織を作り、
子どもたちの選択肢を増やせる体
制を作る

第2回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦川原（ヤング） 



 

21 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

子育て・教育

うらがわら保育園
うらがわら子育てひろば

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

浦川原小学校

浦川原中学校

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

浦 川 原 区 総 合 事 務 所

浦川原地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 あ ふ れ る ま ち 浦 川 原

浦川原区（ベ）

浦川原青少年育成会議

浦川原駐在所

東頸消防署

防災・交通・
エネルギー

上越警察署

市消防団

北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

自主防災組織(31)

うらがわら駅
虫川大杉駅

市防災士会
浦川原支部

市交通安全協会
浦川原支部

消防部(9)

浦川原方面
隊分団 (2)

市消防団
浦川原方面隊

越後田舎体験うらがわら連絡協議会

浦川原体育館(体育施設)

放課後児童クラブ

NPO法人うらがわら
スポーツクラブ

商工・観光

NPO法人
浦川原桜づつみ
公園を守る会

ナルス浦川原店

浦川原郵便局

大浦安商工会

区内建設業者等

区内飲食店等

市産業部
市文化観光部

月影の郷

クスリのアオキ
浦川原店

コメリ浦川原店

山本ぶどう組合

福祉

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会
浦川原支所

小菅歯科医院
丸田歯科医院

介護老人保健施設保倉の里

NPO法人大杉の里

浦川原地域包括支援センター

いきいきセンター
浦川原保健センター・生活支援ハウ
ス・浦川原デイサービスセンター

浦川原診療所
保倉の里診療所

ふれあいボランティアグループ

浦川原区民生委員児童委員協議会

市健康福祉部

農林（漁）

上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

NOSAI新潟県
上越支所

JAえちご上越

(有)ファーム
五十嵐

JAえちご頸北わかば上越
営農センター

活動組織 (19)
（多面的交付金）

集落協定 (16)
(中山間地域等直払)

農家組合

（公財）浦川原農業振興公社

浦川原物産館

浦川原農業振興会

ＪＡえちご上越浦川原青年部

浦川原区
認定農業者会

猟友会(東頸城支部
浦川原分会)

(有)山崎農場

(農)雪の里棚田ワールド(株)

(株)エー・エフ
グリーン

(農)すえひろ

(合)浦川原農産物
加工組合

頸城建設(株)

JAえちご上越
あるるん村

コミュニティ・その他

市総合政策部

浦川原区町内会長連絡協議会

下保倉地域
づくり協議会

町内会 (34)

老人クラブ(5)

月影2001

末広地区
協議会

月影地区
協議会

中保倉地域
振興協議会

浦川原地区公民館

浦川原コミュニティプラザ

月影雅楽保存会

虫川の大スギを守る会

NPO法人保倉川太鼓

飯室神楽保存会

市こども・子育て部
市教育委員会

こども
センター

ファミリーヘルプ保育園

月影の郷
運営委員会

￥￥ ￥

￥

￥ ￥

￥ ￥

￥ ￥

￥

￥

￥

手作りの小さな文化祭
実行委員会

浦川原里山地域
活性化センター

昼食難民
おにぎり

②何気にみん
なが集う場所

空き家対策
数件まとめて
モデル地区

パートナー
選び

ぐち
アイデア
コミュニケー
ション

①発信局

③田んぼ付きお
試しハウス

第２回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

キッチンカー
子どもが遊べる
場所
お母さんの集い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦川原（ベテラン） 



 

22 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

大島保育園

大平駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署
上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

大島小学校

大島中学校

大島診療所

防災・交通・
エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

市地域政策課

上越警察署

市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会

お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人

ホームほくら園

菖蒲地区振興
協議会

JAえちご上越 北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越
大島支店

地区公民館
分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁
（多面的交付金）

集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店
町内会 (24) 老人会

農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
大島支部

市交通安全協会
大島支部

消防部⑻

大島方面隊
分団⑵

市消防団
大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会

細越平生会

大島区（ヤ）

¥ ¥

￥

大島っ子を
育む会

大島農業振興会

ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定
農業者会

猟友会
（東頸城支部）

大島地区振興
協議会

保倉地区振興
協議会

旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合

(株)アグリグロー

大島地区公民館

ほくら園居宅介護支援事業所

大島デイサービスセンター

大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

￥

旭農業
振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者

区内企業

市産業部
市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家

飯田邸

ほたる公園

菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

薬師岳

トコロテン

大島ふれあい館
（体育施設）

大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ

働く場所

老後の暮ら
し（自分が
利用できる
安心感）

若い世代
子育ての場

①戻ってきたいと
思えるまちづくり
・自然を生かした
子育て

②女性が楽しめる場づく
り
・活動できる場所、仲間
・カフェ
（ほくほく大島駅）

・ドックラン
（中学校グラウンド）
・カフェ
（ほくほく大島駅）

盆帰り、正月
（きっかけ）
集まる場所
（保育園解放）

③SNSでの発信
（子育て、農チューバ－、
資源、アウトドア）

事務局の人員増
（働く場所となる）

稼げる組織に！
（キーとなる窓口）

働く場所の紹介
（マッチング）

インターネット
を使った農作物
販売

働く場所
日雇い

自分が育て
た野菜を売
る場所！

④定住スタイルの
紹介
・農業×除雪
・福祉観光スポットは

たくさんある
（キャンプ場など）

情報の発信

自然を生かした
アウトドアブーム

各地区の特色を活かす
（キーとなる組織）

空き家お試
しで住む
（移住へ）

交通の便
（肝となる）

第２回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島（ヤング） 



 

23 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

大島保育園

大平駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署
上越地域振興局
上越東農林事務所

市農林水産部
市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

大島小学校

大島中学校

大島診療所

防災・交通・
エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ
（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校
(R6.4統合）

市地域政策課

上越警察署

市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会

お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人

ホームほくら園

菖蒲地区振興
協議会

JAえちご上越 北越急行㈱

東頸バス

(有)浦川原
タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越
大島支店

地区公民館
分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁
（多面的交付金）

集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店
町内会 (24) 老人会

農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
大島支部

市交通安全協会
大島支部

消防部⑻

大島方面隊
分団⑵

市消防団
大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会

細越平生会

大島区（ベ）

¥ ¥

￥

大島っ子を
育む会

大島農業振興会

ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定
農業者会

猟友会
（東頸城支部）

大島地区振興
協議会

保倉地区振興
協議会

旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合

(株)アグリグロー

大島地区公民館

ほくら園居宅介護支援事業所

大島デイサービスセンター

大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

￥

旭農業
振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者

区内企業

市産業部
市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家

飯田邸

ほたる公園

菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

薬師岳

トコロテン

大島ふれあい館
（体育施設）

大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ

子供、子育て
学校 情報共有

③地域の集い
の場

①住む場所ど
こだ！

住むところのコー
ディネート
居住場所の確保
春夏秋冬
情報発信

地域住民

住むところ、
空き家を仲介
してくれるよ
うな団体等

移動販売
集いの場に！
注文もできる

町内会との
連携

・地域の拠点
・集いの場
・子ども、高齢者
食事できる場
・ミニコンビニ

・キャンプ
ブーム
夏だけでな
く冬を体験
・冬クロー
ズにならな
いトイレの
設置
・冬の体験
ツアー

個人農家

定住はピンポ
イントで！
例えば農家に
なりたい人

デジタルマッ
プ、休耕地の
見える化

②働くところ
どうする？

定住するための
収入
企業情報リスト
アップ

休耕田
どこを残すの
か、誰がやっ
ていくのか

おためし移住

空き家が多い
空いていれば仲
介することろが
あればいい

第２回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島（ベテラン） 



 

24 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

ボランティアグループ
すずらん

太平洋精機
新潟工場

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

牧保育園

牧駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

高士分遣所
上越地域振興局
上越東農林事務所

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

牧小学校

牧中学校

牧診療所

防災・交通・
エネルギー

地域の中心となるコミュニティ
（小学校区）

上越市町内会長連絡協議会
上越警察署

市消防団

牧 区 総 合 事 務 所 ・ 牧 区 地 域 協 議 会

牧区町内会長連絡協議会

お牧区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

清里・牧支所

特別養護老人

ホーム沖見の里

牧地区振興
協議会 15町内

JAえちご上越

北越急行㈱

東頸バス

(農)棚広生産組合

（公財）牧農林業振興公社

JAえちご上越
牧支店・牧店舗

牧地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ法人 牧 振 興 会（総務広報部会、地域振興部会、福祉部会）

活動組織 (16)
（多面的交付金）

集落協定 (23)
(中山間地域等直払)

町内会 (38) 老人クラブ(9)
農家組合

自主防災組織

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
牧支部

市交通安全協会
牧支部

消防部( 10)

牧方面隊
分団⑵

市消防団
牧方面隊

牧区（ヤ）

¥ ¥

￥

牧っ子を育てる会

ＪＡえちご上越牧青年部・女性部

牧区認定
農業者会

原地区協議会
8町内

白峰地区振
協議会 2町内

川上地区
協議会 6町内

￥ ￥

￥

(農)雪太郎の郷

(農)みずほ

牧地区公民館

沖見の里居宅介護支援事業所

牧デイサービスセンター
やまゆりの家

牧コミュニティプラザ

越後田舎体験協議会 牧支部

（農)宮口

￥

牧農業振
興会

郵便局 (2)

清里牧商工会

区内建設業者

牧ふるさと
観光振興会

くびき野森林組合

牧ふれあい体験交流施設

川上笑学館

ふるさと村
ふるさとの家・アピール館

深山荘

牧体育館・牧プール
（体育施設）

放課後児童クラブ

高校・大学

沖見地区
協議会 8町内

￥

農家民宿 (2)

どぶろく製造 (2)

割烹新柳

NPOよもぎの会

食房美咲 くるみや

イタヤ

牧まちづくり
実行委員会

￥

￥

￥

￥

牧子育てひろば

牧児童遊園

民生児童委員

清里・牧居宅介護支援事業所

牧高齢者福祉センター

牧文化協会

子ども会

山のホムサ

Yamaboushi

ふすべ山キャンプ場 ￥

￥

猟友会
（東頸城支部）

（農)坪山の郷

（農)いなほの郷

農業生産組合

用水組合 機械利用組合

市防災士会

牧コミュニティ
バス

マッキーの
くびき牛

マッキーの
焼肉屋さん
つまみ

法人間連携で
働く日、時間
を調整する団
体（組合）
を設立

①働く場所

大きい直売所
（マルシェ）
各地域：直売所

②買い物＝生活

買い物できる場所
コインランドリー
子どもの物

③生活基盤

④娯楽・トレッキング
（信越トレイル）
・ごんぞ飛ばし世
界選手権
・アクティビティ

コミュニティの場

歩いて飲みに行け
る場所

二次会
（旧喜楽
亭の活
用）

移住窓口の強化
（プラットフォーム）

空き家の活用
・空き家バンク
・子どもたちと空き
家マップ作成

土地（住む場所）
・畑付き
・景色がいい
・交通の便がいい

上教大の大
学院生
現職派遣

小中学校に地域の方
が先生としてきても
らい、もっと交流で
きれば（コーディ
ネーター）

地域の方の得
意分野を登録
（人材バン
ク）

⑤定住の窓口

⑥子育て環
境の充実

第２回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧（ヤング） 



 

25 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

第２回ワークショップ
まとめ原本（R5.12.11）

ボランティアグループ
すずらん

太平洋精機
新潟工場

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉
子育て・教育

牧保育園

牧駐在所

より広域を活動範囲
とする団体
市全体や市外

地域の中心となる
コミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと
同等の範囲を活動範囲とする団体

高士分遣所
上越地域振興局
上越東農林事務所

ＮＯＳＡＩ新潟県
上越支所

牧小学校

牧中学校

牧診療所

防災・交通・
エネルギー

地域の中心となるコミュニティ
（小学校区）

上越市町内会長連絡協議会
上越警察署

市消防団

牧 区 総 合 事 務 所 ・ 牧 区 地 域 協 議 会

牧区町内会長連絡協議会

お牧区老人クラブ連合会

中央病院ほか

上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会

清里・牧支所

特別養護老人

ホーム沖見の里

牧地区振興
協議会 15町内

JAえちご上越

北越急行㈱

東頸バス

(農)棚広生産組合

（公財）牧農林業振興公社

JAえちご上越
牧支店・牧店舗

牧地区公民館

Ｎ Ｐ Ｏ法人 牧 振 興 会（総務広報部会、地域振興部会、福祉部会）

活動組織 (16)
（多面的交付金）

集落協定 (23)
(中山間地域等直払)

町内会 (38) 老人クラブ(9)
農家組合

自主防災組織

地域包括支援センター
（拠点・浦川原）

地域包括支援センター
（サテライト）

市防災士会
牧支部

市交通安全協会
牧支部

消防部( 10)

牧方面隊
分団⑵

市消防団
牧方面隊

牧区（ベ）

¥ ¥

￥

牧っ子を育てる会

ＪＡえちご上越牧青年部・女性部

牧区認定
農業者会

原地区協議会
8町内

白峰地区振
協議会 2町内

川上地区
協議会 6町内

￥ ￥

￥

(農)雪太郎の郷

(農)みずほ

牧地区公民館

沖見の里居宅介護支援事業所

牧デイサービスセンター
やまゆりの家

牧コミュニティプラザ

越後田舎体験協議会 牧支部

（農)宮口

￥

牧農業振
興会

郵便局 (2)

清里牧商工会

区内建設業者

牧ふるさと
観光振興会

くびき野森林組合

牧ふれあい体験交流施設

川上笑学館

ふるさと村
ふるさとの家・アピール館

深山荘

牧体育館・牧プール
（体育施設）

放課後児童クラブ

高校・大学

沖見地区
協議会 8町内

￥

農家民宿 (2)

どぶろく製造 (2)

割烹新柳

NPOよもぎの会

食房美咲 くるみや

イタヤ

牧まちづくり
実行委員会

￥

￥

￥

￥

牧子育てひろば

牧児童遊園

民生児童委員

清里・牧居宅介護支援事業所

牧高齢者福祉センター

牧文化協会

子ども会

山のホムサ

Yamaboushi

ふすべ山キャンプ場 ￥

￥

猟友会
（東頸城支部）

（農)坪山の郷

（農)いなほの郷

農業生産組合

用水組合 機械利用組合

市防災士会

牧コミュニティ
バス

保育園、小学校、
中学校 一貫が
よい

市からの補助金
が必要 雇用の場

が必要

①雇用の場

②店舗の新設
（移動販売含む）

・生活する上で
店舗が必要
・地元の野菜を
そこで販売する

新しい林業に目
を向ける（シイ
タケ栽培など）

農業法人と建設
業者の連携
夏・秋➡農作業
冬➡除雪作業

個々の店がタッ
グを組むともっ
と販売向上につ
ながる

受入地域の支援
が大事

第２回ワークショップ
まとめ（R5.12.11）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧（ベテラン） 



 

26 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

ワークショップの流れ 

第 4 回 活動報告 

テーマ 『定住を実現するためのアイデアを出し合う』 

 

① 浦川原区 1月 16日（火） 

          2月 20日（火） 

場所：浦川原区総合事務所 301会議室 

時間：18時 30分から 20時 30分 

 

② 大島区 １月 18日（木） 

            2月 22日（木） 

場所：大島区コミプラ 市民活動室 1 

時間：18時 30分から 20時 30分 

 

③ 牧区 2月 26日（月） 

場所：牧区総合事務所 301会議室 

時間：18時 30分から 20時 30分 

 

開催内容 
  
～ 次世代の定住を実現する取組 

（アイデア）を考える ～  

 

人口の安定化シナリオや将来の地元

関係図等の実現に向けて、実践する具

体的な取組（アイデア）を出し、まとめる 

 

① 定住を推進するための、具体的な取

組（アイデア）は何か？ 

 

② その取組（アイデア）は、誰が主体とな

り、どのように連携して行ったらよい

か？ 

 

③ 来年度取組む内容（お試しも含む）を

考える 

ワークショップの流れ 

18：30 はじめに 

 前回のふりかえり、今回のグループワークの進め方、 

定住推進の取組みを考える上でのポイントを説明しました 

 

18：45～20：30 グループワーク 

各 2 グループ（ヤング・ベテラン）にわかれて、模造紙を

使ったグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：30 閉会 

1/16 

(火) 

浦川原 

1/18 

(木) 

大島 

2/26 

(火) 

牧 



 

27 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

＜成果発表会＞  
 

１ 趣 旨 

  近年、人口減少や高齢化が進む中、地域コミュニティの維持や生活支援、地域内、地域外との

交流など、様々な地域課題への対応が求められている。そのためには、人口の安定化をはじめ、

経済の面においても、環境の面においても、将来にわたり持続可能なまちづくりを、地区ごとに進

めることが重要と考えている。 

  令和 5年度は、大島、浦川原、牧の 3区をモデル地区とした「地区別まちづくりワークショップ」

をスタートさせた。ワークショップには様々な活動分野から、老若男女の住民が参加し、地域の現

状・課題を整理し、地域が持続可能であるための将来像を考え、定住を実現するためのアイデア

を提示することを目的としていた。 

  この各チームのアイデアを報告、話し合いの経過等を発表・共有する場づくりとするとともに、来

年度以降の実践に向けた場づくりのキックオフを行うもの。 

 

２ 日 時   

令和 6年 3月 10日（日） 13：30～15：30（開場 13：00～） 

３ 会 場   

浦川原コミュニティプラザ 市民ホール（施設予約は 11：00～） 

４ 参加者   

約 90人（ワークショップ参加者 45、3区住民 25、その他住民 10、議員 4、報道 4） 

５ プログラム 

時 間 内  容 

13：30～13：35 挨拶：藤山所長 or内海副所長 

13：35～13：45 趣旨・ワークショップの開催実績報告 

13：45～15：00 

 

ワークショップ成果報告 

【発表内容】 人口シミュレーション 

         地元関係図・天気図（地域の仕組み・強み・弱み） 

定住推進に向けた取組（アイデア） 

① 大島ベテランチーム 

② 大島ヤングチーム 

③ 浦川原ベテランチーム 

④ 浦川原ヤングチーム 

⑤ 牧ベテランチーム 

⑥ 牧ヤングチーム 

15:00～15:25 総評と今後の活動に向けて（藤山所長） 

15:25～15:30 発表を聞いての感想（市長） 

 



 

28 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

29 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

成果発表会の様子（全体）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

30 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の柱現状・課題

大島区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 大 島 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

・人口減少の要因として、大島区の高齢化率が高いことに伴う
自然減のほか、10代後半から20代前半までにかけて、進学や
就職を機に市外へ転出する若者が多い。また、20代後半から
30代の子育て世代の女性の転出も多い。

・少子高齢化に伴い様々な担い手が不足し、自治運営やまちづ
くり活動が減少している。

・働く場所や職種が少なく、就職のため区外に転出する人が多
いため、地域の活力が無くなってきている。

・高齢者世帯や一人暮らし世帯が多い大島区では、年々、空き
家が増えている。

・社会変化や高齢化により地域活動の場が減少し、各種活動に
関する意欲の低下やつながりが薄れてきている。

★３つの柱

❶ 「住むところ」

❷ 「働くところ」

❸ 「集うところ」
地域の魅力・特徴

・ほたるやぶなの森、飯田邸などほかの地域にはない魅力的な
資源が大島にはある。

・農業に携わる法人や組織がある一方で、若い人たちが農を切
り口に新たな活動に取り組んでいる。

・移動販売車を活用した地域巡回型の顔の見える取組を展開し
ながら、地域の見守りも行っている。

・特別養護老人ホームほくら園をはじめ、福祉施設が充実して
おり、それぞれの関係機関で連携が図られている。

取組の概要

柱① 住むところ
シート番号 ⑤

チーム名 大 島 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

・まずは大島区に訪れてもらい、人や自然にふれあう中で、移住先の
ひとつとして選ばれる取組を、展開できる仕組みを構築する。
・移住者のニーズにあった住宅や空き家の紹介をはじめ、地域や暮
らしの情報を一元化し、発信する。

推進体制

まちづくり
振興会

やまざと暮
らし応援団

・一元的に住むところをコーディ
ネートできる仕組みをつくる。

・行政と地域が連携し、空き家な
どの情報の共有、所有者との連絡
窓口の機能を担う。

・まちづくり振興会とやまざと暮
らし応援団が協力して、移住先と
して選ばれるための取組を実施す
る。

・コーディネート組織は移住に関
する情報や体験イベント、住宅や
空き家等の情報を一元化し、発信
する。

行政

空き家
所有者

・空き家情報バンク
・移住に関する支援制度
・空き家の補助金制度
・地域や暮らしに関する情報

各地区協議会
各町内会

・空き家の情報提供
・空き家所有者との窓口
（移住後は移住者との相談窓口も）

世話人

・ワンストップ相談窓口の設置（世話人）
・移住に関する情報、地域・暮らしの情報
・空き家情報バンク（マッチング、見学など）
・情報の一元化、発信

・お試し移住体験、イベント等
・古民家レンタル、シェアハウス

まちづくり振興会

【コーディネート組織】

① 大島区ベテランチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

31 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の概要

柱② 働くところ
シート番号 ⑥

チーム名 大 島 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

・商工会が中心となり区内の企業や団体の就業情報等をリストアッ
プし、移住者にとって就業に必要な情報を提供する。
・社会変化にマッチした取組や地域資源（空き家も含む）を活用した
新たな産業や雇用の機会を創出する。

推進体制

大浦安商工会

・商工会が中心となり各団体や企
業と連携し、就業に関する情報を
提供する。

・農林業を生業とする取組を展開
し、新たな就業機会を生み出す。

・利用していない施設や空き家等
を活用し、誰もが利用できる場所
をつくり、新たな雇用を創出する。

・IT産業とのコラボ、ネット環境の
整備など、社会情勢の変化にあっ
た就業場所をつくる。

・建設業会等は古民家や空き家を
改修し、別荘や住まいを提供する。

建設業者

未定
（新たな雇用の創出）産業等の

団体・組合

・農地のデジタルマップ化
・移住者、定年帰農者受入
・地域おこし協力隊の募集
・農業所得アップの取組
・地元の団体と連携したツ
アーの創設（案内人の雇用）

・薪割りステーション

・企業、団体情報のリスト化
・情報提供

・コワーキングスペースの
貸出

・居酒屋、スナック、カフェ
等の開店

・課題をプラスに替える新
事業（空き家点検など）

・古民家や空き家の改修し住居の提供
（買取、賃貸等）

・除雪作業員の雇用（農家等の冬仕事の
確保）

取組の概要

柱③ 集うところ
シート番号 ⑦

チーム名 大 島 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

・地域資源や施設等を活用し、移住者や地域住民が一同に集える場
所をつくり、人や地域とのつながりを高める。

・支援事業の情報提供
・相談体制
・運営支援、協力

推進体制

まちづくり
振興会

・移住者や地域住民が気軽に集え
る拠点場所をつくる。

・移住者や地域住民が一緒に楽し
める取組を行い、人や地域とのつ
ながりを高める。

・そこに行けば情報があり、相談も
できる体制をつくる。

・１日中集えるように、区内の商店
（やまざくらなど）が中心となって、
プチ買い物ができる環境をつくる。

地域の
組織や団体

区内の商店
（やまざくらなど）

・企画、運営等
・イベント等の実施
・関係機関との調整

・買物を楽しむ取組
→ミニコンビニ

行政

・拠点施設の管理等
・地域情報の提供

・・・ ゆくゆくはみんなの「心」の拠りどころに !(^^)!

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

32 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

選ばれる地域になるための体制づくり
シート番号 ⑧

チーム名 大 島 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

○ ワンストップコーディネートの窓口づくり
移住する場所（住むところ）を決めるには、移住するための情報探しがキーポイント。
そこを判断するには・・・･･どこでどんな情報が手に入るのか、それも簡単に！

移住に関する情報を一元化し、一箇所で情報収集や相談等ができる
窓口一本化に向けた体制を検討する。

【一元化する主な項目】
・移住に関する情報
・住むところ、働くところ、地域の情報
・住居の情報（市営住宅、空き家等）
・暮らし体験イベント

○ 具体的な体制（案）

まちづくり振興会

☛ 大島区の窓口対応を

担う部会を立ち上げ

行政

地域の
組織や団体

各町内会

協力

相談
支援

取組の柱現状・課題

大島区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 大 島 区 ヤ ン グ チ ー ム

❶ 戻ってきたい！と思える
まちづくり

❷ 誰もが楽しめる場づくり

❸ 大島区の情報発信地域の魅力・特徴

・人口減少の要因として、高齢化による自然減のほか、
進学や就職、結婚を機に市外へ転出する若者が多い。

・あらゆる分野の担い手不足が顕著化しており、若者の
参画や活動を活性化する必要がある。

・４地区（旧学校区）のつながりが弱い。

・移住や暮らしに関する情報や定住の窓口となる体制が
一元化されておらず、移住定住の獲得機会を逃している。

・大島区の資源、観光スポットなどのＰＲが不足している。

・ほたるやぶなの森、飯田邸など、ほかの地域にはない
魅力がある。また、立派な「ほくほく大島駅」がある。

・農業に参加する若い人たちが増えてきている。

・細越平生会や里山イノベーションなど若い人たちによる
新たな取組が展開されている。

・特別養護老人ホームほか、福祉施設がある。また、福祉
関係の連携が図られている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大島区ヤングチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

33 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の概要

柱① 戻ってきたい！と思えるまちづくり
シート番号 ⑤

チーム名 大 島 区 ヤ ン グ チ ー ム

大島区から転出した人や関わった人が、「戻ってきたい！」と思える
ようなきっかけや生活基盤をつくる。
⇒伝統継承イベントの企画、子育て環境の整備、補助金制度による

移住者への各種支援、交通インフラの整備、住まいの提供

各種補助金支援
新規就農の促進

⇒ 支援体制づくり
上沼道の開通

⇒ 交通利便性の向上

推進体制

４地区（振興）
協議会

まちづくり
振興会

伝統継承の
イ ベ ン ト
企 画 ・ 補 助

・各団体や企業が連携し、日常の
生活基盤を整える。

・まちづくり振興会が各団体や
企業との橋渡し、調整を行う。

・４地区（振興）協議会は、各地域の
イベントを盛り上げ、伝統文化の
継承を行う。

・子ども会は、子ども達が楽しめる
イベントを企画する。

・建設業者は、古民家を改修して、
住まいを提供する。

・行政は、補助金制度による移住者
への支援を行う。

・やまざくらは、日用品を購入でき
る場所を提供する。

行政

古民家を改修し、
別荘や住まいを提供

各団体との橋渡し
地域通貨など新しい取組

建設業者

子ども会

イベント企画
⇒ 保育園解放デー
⇒ 野外保育Dayの開催

やまざくら

コンビニ、移動販売

暮らし
魅力

子ども達が遊べる
場所の管理
⇒ 公園、砂場

住まい支援
⇒ 空き家の補助
⇒ 除雪支援
⇒ 農家後継者の育成支援

取組の概要

柱② 誰もが楽しめる場づくり
シート番号 ⑥

チーム名 大 島 区 ヤ ン グ チ ー ム

・廃校、ほくほく大島駅を利用し、誰もが気軽に集まれるカフェなどの
娯楽施設がある複合施設をつくる。
・ふれあい館を利用した運動施設をつくる。

⇒ ４地区からアクセスしやすい場所に、幅広い世代が楽しめる場を
つくることで、交流の輪を広げる。

⇒ ブックカフェ
⇒ カフェバー
⇒ 観光案内
⇒ 移住窓口
⇒ ワークショップ

（伝統技術の継承）
⇒ サテライトオフィス

推進体制

スポーツ協会

⇒ スポーツクラブ・ジム
⇒ 気軽に運動できる施設

ふれあい館

校舎
（大島小学校）

まちづくり
振興会

ほくほく
大島駅

楽園

・大島中学校と大島小学校を入れ
替える。

・まちづくり振興会が主体となり
学校やほくほく大島駅を利用した
複合施設をつくる。

・小学校の校舎を複合施設に改修
し、ブックカフェなどの娯楽施設
や、サテライトオフィスにする。

・ほくほく大島駅を改修し、図書室
や学習スペースをつくる。

・スポーツ協会を立ち上げる。
ふれあい館を拠点としてスポーツ
クラブや、ジムの運営、イベント企
画を行う。 ⇒ 図書室

⇒ 学習スペース

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

34 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の概要

柱③ 大島区の情報発信
シート番号 ⑦

チーム名 大 島 区 ヤ ン グ チ ー ム

・ソーシャルメディアを活用し、大島区の情報を発信する。
⇒ 移住者側が、具体的な移住後のライフスタイルをイメージできる

よう日常の暮らしや仕事の情報を発信する。
⇒ 閲覧しやすいように、移住者支援情報の窓口を一元化する。

仕事の情報提供
＜商工会など＞

推進体制

まちづくり
振興会

動画の配信
⇒ 農家のルーチン、

作業風景など
⇒ 農tuber育成

＜農業に従事している若者＞

・移住を検討している人が大島区を
選んでくれるように、大島区の
情報発信を行う。

・まちづくり振興会が、移住者支援
のポータルサイトを作成する。

・移住者が大島での生活をイメージ
できるようにポータルサイトを通じ
て、各分野ごとの情報発信を行う。

農家の日常

仕事 イベント

イベント、ブログ作成
⇒ ガイドマップ

（Oshimagram）
の利用促進

⇒ アウトドアスポット
観光資源の紹介

＜平生会、若者等＞

暮らし

ライフスタイルの紹介
⇒ 大島の若者（移住者）

へのインタビュー
＜区外の団体や協力隊＞

移住者支援
ポータルサイト

大島小学校の校舎を利用した複合施設の開業
シート番号 ⑧

チーム名 大 島 区 ヤ ン グ チ ー ム

☆大島小学校を大島中学校（来年度廃校）校舎へ移転
理由 中学校は教室も広く複式学級にはピッタリサイズ。トイレもきれいで、給食

センターもあるため温かい給食を食べることができる。
☆小学校校舎を複合施設にする

理由 小学校校舎を複合施設にすることにより、農協、郵便局、総合事務所など、
様々な施設が近隣に集まり利便性が高い。国道253号線からも見える建物
なので、外部からの集客も期待できる。

☆施設の概要
カフェ、観光案内、移住窓口、各種ワークショップ、サテライトオフィス

廃校活用した校舎内の音楽スタジオ
（参考事例：愛媛県 旧・中津小学校）

大島小学校の校舎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

35 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の柱現状・課題

浦川原区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 浦 川 原 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

柱❶ 集いの場
浦川原に暮らしている人たちの満足度を

上げないと、そこに暮らしてみたいと思う
人は増えない！
まずは、地元の人たちが集い、おしゃべ

りしたり、子どもを遊ばせたり、学び合う
などの場を作る。

柱❷ おためしハウス

空き家を活用し、田舎暮らしを体験する

「おためしハウス」をモデル地区や町内会
で開設し、移住・定住の促進につなげる。

柱❸ 情報の発信
浦川原区内の様々な情報をリンクさせ、

ホームページやSNSなどで区内外へ発信する
発信局を作る。

地域の魅力・特徴

・【強み】農業関係の組織の充実・連携

・【強み】子育て環境が整っている。
【台風】NPO法人うらがわらスポーツクラブ

・【強み】スーパーやドラッグストア、ホームセンターなど、
買い物ができるところがある。

→ 若いお母さん・30代女性の集いの場、働く場所

・【弱み】地区協議会や各分野の組織の関係性が薄い。
【台風】NPO法人夢あふれるまち浦川原

→ 各組織を結びつけるハブ機能の役割

・人口減少の要因として、10代後半から20代前半までにかけて、
進学や就職を機に市外へ転出する若者が多く、その後、戻って
くる人も減少している。また、20代後半から30代の子育て世代
の転出も多い。

・このまま放置すると、急激な人口減少と高齢化が進行する。

・何もしないと、小・中学生数は、１０年間で半減もあり得る。

・移住や暮らしに関する情報や定住の窓口となる体制が一元化
されておらず、移住や定住の獲得機会を逃している。

・まちづくりの様々な分野において、担い手不足が顕著化して
おり、若者の参画や活動を活性化する必要がある。

取組の概要

柱① 集いの場
シート番号 ⑤

チーム名 浦 川 原 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

NPO法人

夢あふれるまち
浦川原

・会場や管理人の手配
・集まった人の声を吸い上げる。
・コミュニケーションを通じて、
暮らしの満足度を上げるアイデアを得る。

・キッチンカーやカフェなどの併設（手配）

Ｊ Ａ

・浦川原物産館 など

・公共施設を提供
コミュニティプラザ、公民館、駅待合室、
体育館（スポーツクラブのイベント）、
月影の郷・サッカーグラウンド など

市
浦川原区
総合事務所

浦川原に暮らしている人の満足度向上
→ 暮らしてみたいと思う人の増加！

浦川原に暮らしている人たちの満足度を
上げないと、そこに暮らしてみたいと思う
人は増えない！
まずは、地元の人たちが集い、おしゃべり
したり、子どもを遊ばせたり、学び合うな
どの場を作る。

NPO法人
夢あふれるまち浦川原
・「集いの場」を開設する。
・集まった人の声を吸い上げるとともに、コミュ
ニケーションを通じて、暮らしの満足度を上げる
アイデアを得る。
・時には、キッチンカーやカフェなどを併設する
ため、業者を手配する。
・市やJAの施設を会場に利用する。

市・浦川原区総合事務所
・会場として、公共施設を提供する。
・コミュニティプラザ、公民館、駅待合室、
体育館（スポーツクラブのイベント）、
月影の郷・サッカーグラウンド など

JA
・会場として、浦川原物産館 など

③ 浦川原ベテランチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

36 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の概要

柱② おためしハウス
シート番号 ⑥

チーム名 浦 川 原 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

NPO法人

夢あふれるまち
浦川原

・移住・定住部門の設置
・相談窓口、案内人の設置
・移住に関する情報の一元化・発信
・空き家情報バンク（所有者と利用者のマッチング）
・お試し期間や移住後の体験プラン（地域の伝統文化・
芸能活動3団体、猟友会活動の見学 など）

モデル地区・
町内会

・空き家や遊休農地の情報提供
・お試し期間や移住後の農業体験
・地元の実情や歴史などを知るため、
高齢者世帯へショートステイ

・世話人の設置（農業の指導や生活の
相談相手として、主に高齢者が役目を担う。）

農業公社
、商工会

（相談窓口）

・就労や起業、事業継承の相談 など
・空き家のリノベーションや農地に
関する相談 など

空き家を活用し、田舎暮らしを体験する
「おためしハウス」をモデル地区や町内会
で開設し、移住・定住の促進につなげる。

モデル地区やモデル町内会
・「おためしハウス」を開設する。
・NPOと空き家や遊休農地の情報を共有する。
・お試し期間や移住後の農業体験を実施する。
・地元の実情などを知るため、高齢者世帯への
ショートステイを実施する。
・農業の指導や生活の相談相手として、主に高齢
者が世話人の役目を担う。

NPO法人
夢あふれるまち浦川原
・移住・定住部門や相談窓口、案内人を設置し、
移住に関する情報の一元化や発信を行う。
・空き家情報バンクにより、所有者と利用者の
マッチングを図る。
・お試し期間や移住後の体験プラン（地域の伝統
文化・芸能活動3団体、猟友会活動の見学など）
を実施する。

農業公社、商工会
・就労や起業、事業継承の相談などを受ける。
・空き家のリノベーションや農地に関する相談な
どを受ける。

市
浦川原区
総合事務所

NPO法人

夢あふれるまち
浦川原

町内会など

地域の様々
な組織・人々

取組の概要

柱③ 情報の発信
シート番号 ⑦

チーム名 浦 川 原 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

・浦川原区内の様々な情報の発信局
・浦川原区内の様々な情報のリンク

・市ホームページやSNSと
リンク

浦川原区内の様々な情報をリンクさせ、
ホームページやSNSなどで区内外へ発信
する発信局を作る。

NPO法人
夢あふれるまち浦川原
・区内外へ発信する発信局となる。
・地域の様々な組織や人への取材や情報提供を
受ける。

地域の様々な組織・人々
・情報の提供元

市・浦川原区総合事務所
・NPOの発信局の情報を市ホームページやSNS
とリンクさせる。

・情報の提供元
町内会
地区協議会
NPO法人うらがわらスポーツクラブ
JAえちご上越浦川原支部、農業法人
区内のお店
小・中学校、保育園

浦川原地区公民館 など
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取組の柱現状・課題

浦川原区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 浦 川 原 区 ヤ ン グ チ ー ム

・人口減少の要因として、10代後半から20代前半までにかけて、
進学や就職を機に市外へ転出する若者が多く、その後、戻って
くる人も減少している。また、20代後半から30代の子育て世代
の転出も多い。

・このまま放置すると、急激な人口減少と高齢化が進行する。

・何もしないと、小・中学生数は、１０年間で半減もあり得る。

・移住や定住に関する情報が一元化されておらず、窓口が明確
になっていない。また、浦川原区の魅力を発信する場がないこ
とから、移住や定住の獲得機会を逃している。

柱❶ スポーツでつながる地域
子どもたちの選択肢を増やすため、様々

なスポーツを体験できるような機会を作る。
地域や住民同士のつながりを作るため、

誰でも気軽にできる種目の体験会などを実
施しながら区内に広める。

柱❷ うらがわら駅周辺の充実
駅の隣という好立地を生かし、浦川原物

産館にカフェや飲食スペースを設けるほか、
キッチンカーや飲食店の誘致など、日常の
中での楽しみを増やし、地域の人が顔を合
わせる場所にする。

柱❸ 情報発信のベース基地
団体等が個々に情報発信するだけでなく、

誰でも発信できる仕組みと合わせて様々な
情報が集まるSNSサイトを作る。

地域の魅力・特徴

・【強み】NPO法人うらがわらスポーツクラブと学校の連携、
放課後児童クラブ・子育てひろば等の子育て環境

→ 子育て支援・若いお母さんの集いの場

・【弱み】駅周辺の盛り上がり感がイマイチ…もっとイベント
等があれば…

【台風】浦川原物産館
→ 駅に隣接している環境を生かして、イベント開催や

店内への飲食スペース設置により人が集まる場所に

・【強み】スーパーやドラッグストア、ホームセンターなど
買い物できる環境が充実

→ 若いお母さんの集いの場・働く場所

・【弱み】区内の各分野同士の連携不足
→ 各分野を結びつけるハブ機能を担う団体が必要

浦川原区で来年度取組む内容
シート番号 ⑧

チーム名 浦 川 原 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

しゃべり場・遊び場・カフェコミプラ

浦川原コミュニティプラザ2階（玄関正面）の市民サロンを「集いの場」に
しちゃおう！

・土曜か日曜に集まろう！
・市民サロンの真ん中に置かれている
応接椅子（11脚）やテーブル（4台）
を壁際に移して、サロンの中心を
囲んで座れるようにしよう！
足りなければ、木のベンチも使える。

・空いたスペースに子供たちが遊べる
マットを敷く。
大人が座って話をしてもいいね。

・美味しいコーヒーが飲みたいね。
・イベントをやってもいいね。
レクリエーションや音楽、イベントで
なくても演奏できるかな？

・運営は誰がする？
ルールを決める必要があるね。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 浦川原ヤングチーム 
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子どもたちの選択肢を増やすため、
様々なスポーツを体験できるような機会
を作る。
地域や住民同士のつながりを作るため、

誰でも気軽にできる種目の体験会などを
実施しながら区内に広める。

NPO法人うらがわらスポーツクラブ
・定額制の体験プログラムを作成し、子どもた
ちが様々な種目を体験できる機会にすること
で、スポーツの選択肢を増やす。

・親子で楽しめる種目や誰でもできる種目の体
験教室や大会を開催し、区内の地域や住民同
士がつながっていけるような取組を広める。

・灯の回廊に絡めた雪を生かした雪上イベント
を開催して子どもたちの忘れられない思い出
作りの機会にする。

町内会 ４地区協議会
・健康づくりのため、地域住民も参加しながら、
みんなで運動する取組（例えば子ども会等で
行っているラジオ体操やウオーキングなど）
の機会を継続・拡大する。

・誰でもできる種目で行われる地区別対抗大運
動会に参加する。

月影の郷・小中学校・保育園
・各種イベントに協力する。

取組の概要

柱① スポーツでつながる地域
シート番号 ⑤

チーム名 浦 川 原 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

うらがわら
スポーツクラブ

・灯の回廊に絡めた雪を生かした雪上
イベントで子どもたちの思い出づく
りを

町内会
４地区協議会

月影の郷
小中学校
保育園

・みんなが運動でつながる取組
（例えばラジオ体操など）

・誰でも気軽にできる種目で
地区別対抗大運動会

・スポーツのサブスクリプション
・親子で楽しむスポーツ体験イベント
・誰でもできるスポーツ種目の体験
教室・大会の開催

駅の隣という好立地を生かし、浦川原
物産館にカフェや飲食スペースを設ける
ほか、キッチンカーや飲食店の誘致など、
日常の中での楽しみを増やし、地域の人
が顔を合わせる場所にする。

浦川原物産館
・店内にカフェや飲食スペースを作り、電車を
待つ人や地域の人が顔を合わせる場所にする。

・定期的にキッチンカーを呼ぶ。
・定期的に小規模な市（マルシェ）のようなも
のを開催し、地域の人が集まり、顔を合わせ
る場所にする。

大浦安商工会
・お酒の飲める飲食店を誘致する。

新潟第一酒造（株）
・電車利用によるお酒のイベントを開催する。
・浦川原物産館のイベント等に出店する。

協力団体
・マルシェに出店して盛り上げる。

その他
・公園を作り、子どもが遊んだり地域の人が過
ごしたりできる憩いの場にする。

取組の概要

柱② うらがわら駅周辺の充実
シート番号 ⑥

チーム名 浦 川 原 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

大浦安商工会 浦川原物産館

新潟第一酒造
（株）

協力団体

・お酒の飲める飲食店の誘致

・マルシェに出店して盛り上げ
・駅を活用したお酒のイベント
・飲食店の出店

・公園を作って
みんなの憩い
の場に

・店内にカフェや飲食スペースを作り、地域の人
が顔を合わせる場所に

・定期的にキッチンカーを誘致
・定期的に小規模な市（マルシェ）のようなものを
開催
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市
総合事務所

団体等が個々に情報発信するだけでな

く、誰でも発信できる仕組みと合わせて

様々な情報が集まるSNSサイトを作る。

住民組織
・誰でも発信できる仕組みと、浦川原の様々な

情報が集まる場所（ポータルサイト）を作っ

て管理する。

・情報発信する人をアルバイト的に雇用して内

容を充実させる。

・情報発信方法を学ぶセミナー講習を開催する。

インフルエンサー
・区内の様々な情報を収集して発信する。

発信協力者
・インスタグラムの＃（ハッシュタグ）で浦川

原の良いところやイベント等を発信する。

市・総合事務所
・地域のことが分かるマップを作成する。

・イベントや観光スポットなどに「＃浦川原つ

けて」と掲示する。

・移住の相談窓口を開設し専門相談員を配置

する。

取組の概要

柱③ 情報発信のベース基地
シート番号 ⑦

チーム名 浦 川 原 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

住民組織

インフルエン
サー

発信協力者

・区内の様々な情報収集・発信 ・インスタグラムの＃（ハッシュタグ）で
浦川原の良い所やイベント等を発信

・誰でも発信できる仕組み作り
・浦川原の情報が集まる場所
（ポータルサイト）を作成

・情報発信する人をアルバイト
的に雇用

・情報発信方法のセミナー講習

＃浦川原つけて
投稿を

・地域のことが分かるマップ作成
・イベントや観光スポットなどに
「＃浦川原」つけてと掲示

・移住の相談窓口・専門相談員
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取組の柱現状・課題

牧区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 牧 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

地域の魅力・特徴

・• NPO法人を核にしたまちづくりが行われていて、一
部の団体とのつながりが強固である。

• 農業関係の団体が多く、集落単位をベースにした
営農活動が活発である。

• 近年、カフェなど小規模なお店の出店があり、そ
れぞれ地域の特徴をいかした営業を展開している。

• 宿泊施設や、宴会場など比較的規模の大きい施
設があることや、区内定額のコミュニティーバスな
ど特徴的な取組があるが、相乗効果が不足して
いる。

• 人口減少の要因としては、10代後半から30代の

成人人口が減少しているほか、年代に関係なく独
身者が増加している。

• 進学後、牧区に戻ってくる人が少ないことや、市内
への転居による人口流出が、近年顕著になってい
る。

• まちづくりの中心を担う人材が固定化しているほ
か、若者の参画や住民同士が区内で語り合う場
所や機会（つながり）が減少している。

• 年間を通じての雇用環境が少ない。

柱➊ 働く場（雇用）の確保
・ 農業法人と地元建設業者との連携
・ 小規模店のタッグ

柱➋ 生活基盤（店舗）の充実
・ 既存店舗の多角的商品の取り扱い
・ 移動販売の実施
・ 地元野菜等の販売促進

柱➌ 情報発信の充実）

・ 牧区ご当地キャラクターによる発信
・ YouTubeを活用し農業、郷土食、暮ら

し等の情報発信

取組の概要

柱① 雇用の場（働く場所）の確保
シート番号 ⑤

チーム名 牧 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

【農業法人、農業者】
・ 冬期間の労働力

【地元建設業者】
・ 期間雇用者の検討

【小規模店舗】
・ 各店舗との連携事業の検討、実施

【総合事務所】
・ 関係団体等の調整、仲介

農業法人等

地元
建設業者

総合事務所

小規模店舗

• 期間雇用者の検討
• 所有機械の有効活用及び
オペレーター派遣の検討

• 冬期間の労働

• 店舗同士の連携事業の
検討・企画・実施

• 関係団体等の調整

⑤ 牧ベテランチーム 
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取組の概要

柱② 生活基盤（店舗）の充実
シート番号 ⑥

チーム名 牧 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

【既存店舗】
・ 多角的商品の取り扱い
・ 地元野菜の販売

【新店舗（移動販売も）】
・ 多角的商品の取り扱い
・ 地元野菜の販売
・ （仮称）「郷の駅」での販売

【総合事務所】
・ 関係団体等の調整、仲介

総合事務所

新店舗既存店舗

新組織
移動販売車

• 多角的商品の取り扱い
• 地元野菜の販売

• 多角的商品の取り扱い

• 地元野菜及び弁当、総菜等
の販売

• （仮称）「郷の駅」での販売

• 関係団体等の調整等

取組の概要

柱③ 情報発信の充実
シート番号 ⑦

チーム名 牧 区 ベ テ ラ ン チ ー ム

推進体制

【なんでも実行（企画）委員会】 新設
・ ホームページ開設
・ キャラクターによる情報発信
ご当地キャラクターを作り、地域のイベ
ントや特産品のＰＲ等で積極的に活用
する。（YouTubeなど）

・ 牧っていいね！体験ツアーの企画
風景、イベント、農業・食、田舎体験

【牧振興会】
・ 既存のホームページとのリンク
・ 地域の情報提供

【総合事務所】
・ 関係団体等の調整、仲介

牧振興会

総合事務所

新組織
なんでも
実行委員会

• ホームページ開設
• キャラクターによる情報発信
イベント、特産品ＰＲ等

• 牧っていいね！体験ツアー
企画・関係団体との調整

• 地域のあらゆる情報を発信

• 関係団体等の調整、仲介
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取組の柱現状・課題

牧区の定住推進に向けて
シート番号 ④

チーム名 牧 区 ヤ ン グ チ ー ム

地域の魅力・特徴

• 人口減少の要因としては、10代後半から30代の

成人人口が減少しているほか、年代に関係なく独
身者が増加している。

• 進学後、牧区に戻ってくる人が少ないことや、市内
への転居による人口流出が、近年顕著になってい
る。

• まちづくりの中心を担う人材が固定化しているほ
か、若者の参画や住民同士が区内で語り合う場
所や機会（つながり）が減少している。

• 組織は多いが、参集するメンバーは同じ顔触れの
ことが多く、マンネリ化も見られている。

• NPO法人を核にしたまちづくりが行われていて、一
部の団体とのつながりが強固である。

• 農業関係の団体が多く、集落単位をベースにした
営農活動が活発である。

• 近年、カフェなど小規模なお店の出店があり、そ
れぞれ地域の特徴をいかした営業を展開している。

• 宿泊施設や、宴会場など比較的規模の大きい施
設があることや、区内定額のコミュニティーバスな
ど特徴的な取組があるが、相乗効果が不足して
いる。

柱➊ 子育て環境の充実
・ 地域⇔子ども⇔学校 つながり定着
・ 地域の達人・名人バンクの作成・交流

・ 地元学を波及（ないものねだり→あるもの探し）

・ 集まれる場所を確保し、イベント開催

柱➋ 移住・定住の窓口強化
・ 移住・定住窓口の明確化、強化
・ 空き家ＭＡＰの作成及びバンク化
・ 情報の集約・発信
・ 移住体験メニューの企画・実行

柱➌ 生活基盤の充実（買い物・働く場所・娯楽）

・ 買い物できる場所（子ども用品、ｺｲﾝﾗﾝﾄﾞﾘｰ）

・ 現農業組織をアジャスト（調整）する
新組織の設立

・ 女性が働ける場所

・ 旧飲食店舗を活用したお店の出店等
（くびき牛の焼肉店など）

・ 各地域の産物の直売マルシェの開催

取組の概要

柱① 子育て環境の充実
シート番号 ⑤

チーム名 牧 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

【牧振興会】
・子どもイベントの充実
・子どもが集える場所の提供

【牧コミュニティプラザ（公民館）】
・地域の資源の発掘・登録（ひと、もの、こと）

【牧っこを育てる会＋α】
・現組織を拡大
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成

【軽い感覚の保護者グループ】
・気軽に集まり、話せるグループ

【教育機関（学校）】
・地域と子どもたちの学習機会の創出
・実習生を活用した地域との交流

牧振興会

牧ｺﾐﾌﾟﾗ

教育機関
（学校）

気軽に集う
保護者G

育てる会
＋α

• 子どもイベント（わんぱく村
等）の拡充

• 小中学校と地域を結ぶ
• 地域からの学習支援

• 子ども用品のﾘｻｲｸﾙ
• 上教大大学院生の地域派
遣

• 地域資源の発掘、登録
（ひと・こと・もの）

• データの集約

• 子どもの集える場所
• 活動を拡充
• ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成

• 保護者が気楽に集う

⑥ 牧ヤングチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

43 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

取組の概要

柱② 移住・定住窓口の強化
シート番号 ⑥

チーム名 牧 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

【町内会・地域】
・お試し移住体験の提供（特に冬）

・住める家等の提供（畑付、景観、アクセス）

【牧振興会】
・イベント情報の集約・発信

【総合事務所】
・移住・定住に係る支援制度の相談・紹介
・学校等の体験入学の調整

【区内建設業者】
・働く場所の提供
・空き家等のリフォームの提案
・自宅等の除雪講習会の開催

【新窓口（移住コンシェルジュ）】 ■新設■
・移住・定住窓口の設置（関係者との調整）
・空き家情報の集約・整理・広報
・移住体験メニューの企画、実行

町内会等

牧振興会

区内
建設業者

移住
ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ

総合事務所

• お試し移住体験の提供
• 住める家等の提供

• 移住に関する情報集約
• 学校等の体験入学の調整
• えちご田舎体験の活用
• 補助、助成の情報提供

• イベント情報の発信

• 働く場所の提供
• 空き家等のリフォームの提案
• 自宅等の除雪講習会の開催

• 移住・定住窓口の設置
• 空き家情報の集約・整理・広報
• 移住体験メニューの企画、実行

新組織

取組の概要

柱③ 生活基盤（買い物・働く場所・娯楽）の充実
シート番号 ⑦

チーム名 牧 区 ヤ ン グ チ ー ム

推進体制

【Aコープ】
・取扱商品の拡大
・地元産品の販売

【Bコープ】 ■新設■
・Aコープで取り扱わない商品の販売
・子ども用品、コインランドリーの設置等

【飲食店】 ■新設■
・くびき牛の焼肉店（マッキーの焼肉店）
・二次会ができるお店

【なんでも実行（企画）委員会】 ■新設■
・マルシェの企画、実行

・アクティビティの企画（ごんぞ、トレッキングなど）

・農業法人の情報収集と人材派遣等の調整
・女性の雇用の場を創出

Aコープ
Bコープ

なんでも
実行委員会

飲食店

• 取扱商品の拡大
• 地元産品の販売

新組織

新組織

新組織

• Aコープで取り扱わない商
品の販売

• 子ども用品、コインランド
リーの設置等

• くびき牛の焼肉店（マッ
キーの焼肉店）

• 二次会ができるお店

• マルシェの企画、実行

• アクティビティの企画（ごんぞ、
トレッキングなど）

• 農業法人の情報収集と人材
派遣等の調整

• 女性の雇用の場を創出

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

44 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

牧区で来年度取組む内容
シート番号 ⑧

チーム名 牧区ヤング・ベテランチーム
ヤング・ベテラン共通

【新組織】

（仮）牧総合商社
※設立前は、なんでも企画委員会が主催

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・
SNSによる
情報発信

作成

企画・実行 企画

牧区

移住者・定住者増

・通年開催
・開催場所の検討
・参加団体等との調整
【内容の検討】
・食の提供、産物販売、体験イベントなど

・受付団体の明確化
・体験受入れ団体との調整
・体験メニューの検討
・空き家情報の提供
・移住者の確保を意識した内容

牧おためし
体験ツアー

牧マルシェの
開催

全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

45 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島区チーム 
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49 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

V4.0.4 Copyright(c) 2019 Research Institute for Sustainable Community Company.

都道府県名：

市町村名： 0.5  人として計算

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計 人口（人）

男 14 18 12 31 16 20 32 33 29 33 37 55 74 93 64 61 65 36 12 735 44 331 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 13 22 22 23 24 16 27 22 25 26 34 41 68 64 65 67 107 91 64 821 57 458 18 11

男女計 27 40 34 54 40 36 59 55 54 59 71 96 142 157 129 128 172 127 76 1,556 101 789 26 13

男 6 10 14 9 19 10 16 28 29 21 30 38 49 67 84 58 49 42 17 596 30 317 全体 -18.8 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 12 11 17 19 6 8 11 19 19 21 22 33 36 68 63 58 63 89 93 668 40 434 男 -18.9 14 7

男女計 18 21 31 28 25 18 27 47 48 42 52 71 85 135 147 116 112 131 110 1,264 70 751 → 図① 女 -18.6 17 11

→ 図④

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計

男 0.21 0.71 0.78 0.75 0.61 0.63 0.80 0.88 0.88 0.72 0.91 1.03 0.89 0.91 0.90 0.91 0.82 0.69 0.43

女 0.20 0.85 0.77 0.86 0.78 0.33 0.69 0.70 0.86 0.84 0.85 0.97 0.88 1.00 0.98 0.89 0.92 0.84 0.54 → 図② 5年間 対2023比 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

男 6 4 8 11 6 12 8 14 25 21 19 31 34 44 61 76 47 34 25 485 18 287 7 5

女 6 10 9 15 15 2 6 8 16 16 18 21 29 36 67 56 53 53 98 533 25 363 11 6

男 5 4 3 6 6 3 10 7 12 18 19 20 27 31 40 55 62 33 25 386 12 246 5 3

女 4 5 8 7 11 5 1 4 7 14 14 17 19 29 35 60 52 45 81 417 17 301 8 5

男 3 3 3 3 4 4 3 8 6 9 16 20 17 25 28 36 45 43 25 300 10 201 4 2

女 3 4 4 7 6 4 3 1 3 6 12 13 15 19 29 32 55 43 67 324 10 244 5 3

男 3 2 3 3 2 2 3 2 7 4 8 17 17 16 22 25 30 31 29 226 7 153 3 2

女 2 2 3 3 5 2 3 2 1 3 5 11 12 15 18 25 29 46 59 248 8 194 → 図⑤ 3 2

男 2 2 2 2 2 1 2 3 2 5 4 8 15 16 14 20 20 20 25 165 5 117 2 1

女 2 2 2 2 3 2 1 2 2 1 2 5 10 12 15 16 23 24 57 182 5 147 2 1

男 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 5 4 7 13 14 13 17 14 20 121 4 91 2 1

女 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 1 2 4 10 11 13 15 20 43 133 4 113 2 1

男 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 5 4 7 12 13 11 11 14 88 2 68 1 1

女 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 4 10 10 12 13 34 96 2 83 1 1

男 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 2 1 4 3 6 11 11 7 11 63 2 49 1 0

女 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 2 4 9 9 10 25 69 2 59 1 0

男 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 2 1 4 3 5 9 7 8 45 1 37 0 0

女 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 2 4 8 8 19 48 1 41 0 0

→ 図⑦ → 図③

% ※90%以上が望ましい

% ※ 0%以上が望ましい（2023年の高齢化率が40%を超える場合のみ）

% ※90%以上が望ましい

人口予測シミュレーション 現行推移モデル

新潟県 地区ID： 1522218 人口予測FLG： 45 2018年世帯数： 680

上越市 地区名： 大島区 算出基準年度： 2023 2023年世帯数： 615 0人階級はプラス：

人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人) 中学生人口(人)

2018年 1,556 -
50.7 32.3 44 24

2023年 1,264
59.4 37.1 31

予測人口　2028年 1,018 -19.5 - 63.9 43.5 18

中学生人口(人)

18

コーホート変化率 人口（人）
人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)

〃     　2033年 804 -21.0 -36.4 68.0 51.2 12

12

〃     　2038年 625 -22.3 -50.6 71.3 55.4 9 5

7

2

〃     　2043年 474 -24.2 -62.5 73.1 57.9 6

〃     　2048年 348 -26.6 -72.5 75.9 59.7 4

64.3 2 1

3

3 2〃     　2053年 254 -27.0 -79.9 80.2 60.9

〃     　2063年 131 -28.4 -89.6 82.6 70.8 1 1

〃     　2058年 184 -27.7 -85.5 82.1

〃     　2068年 93 -29.6 -92.7 83.5 73.3 1 1

→ 図③

備考欄

・30年後の対2023年比は

  →   図⑥  ←

人口総数： 20.09
高齢化率： -20.80 

子ども人口： 10.57
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人 図④ 2023年人口ピラミッド 女 男
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人 図⑤ 2043年人口ピラミッド予測（現行推移モデル） 女 男
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％
図② コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2018〜2023年） 男 女
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50 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

Vn4.2.4 Copyright(c) 2019 Research Institute for Sustainable Community Company.

県名：

市町村名： 0.1  人として計算

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計 就業者（人）

男 0 0 0 0 0 0 1 0 0 13 17 14 34 14 6 99 85 65以上 75以上

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 9 14 13 5 2 48 43

男女計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 18 26 28 47 19 8 147 128

男 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 15 17 13 21 5 73 71 全体 -27.9 65以上 75以上

女 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 7 8 9 5 1 33 30 男 -26.3

男女計 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 22 25 22 26 6 106 101 → 図① 女 -31.3

→ 図④

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計

男 0.01 1.00 1.00 1.00 1.10 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.15 1.00 0.93 0.62 0.29

女 0.01 1.00 1.00 1.10 1.00 1.00 1.00 1.00 1.10 1.10 1.40 0.89 0.64 0.38 0.26 → 図② 5年間 対2020比 65以上 75以上

男 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 15 16 8 7 50 46

女 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 6 5 3 2 21 18

男 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 14 10 4 32 28

女 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 4 2 1 13 10

男 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 9 4 17 14

女 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2 1 8 5

男 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 4 8 5

女 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 5 2 → 図⑤

男 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 5 2

女 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1

男 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 4 2

女 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 1

→ 図⑥ → 図③

% ※90%以上が望ましい

農業就業者予測シミュレーション 現行推移モデル

地区ID：

地区名： 0人階級はプラス：上越市 大島区 算出基準年度： 2020

新潟県 1522218 人口予測FLG： 0

就業者総数： 7.53

〃     　2050年 8 -13.8 -92.5 37.2

〃     　2045年 9 -28.3 -91.3 37.1 31.2

43.7

17.3

備考欄

・30年後の対2020年比は

〃     　2040年 13 -47.1 -87.8 56.0

〃     　2035年 24 -45.4 -77.0 77.0 65.5

58.5予測人口　2025年 71 -33.1 - 90.5

2020年

農業就業者

2015年

農業就業者

就業者増減率(％) 高齢化率(％)

106

〃     　2030年 45 -36.9 -57.8 86.0 79.2

147 -
87.1 50.3

95.3 50.9

コーホート変化率 就業者
（人）
就業者増減率(％) 高齢化率(％)
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図④ 2020年農業就業者人口ピラミッド 女 男
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図③ 今後の農業就業者予測（現行推移モデル）
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％ 図② 農業就業者コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2015〜2020年） 男 女
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男性就業者数(人)

女性就業者数(人)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

51 持続可能な地区別まちづくり支援事業 住民ワークショップ 活動報告 

 

V4.0.4 Copyright(c) 2019 Research Institute for Sustainable Community Company.

都道府県名：

市町村名： 0.5  人として計算

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計 人口（人）

男 60 67 82 83 65 63 78 80 85 111 93 97 162 163 99 95 100 52 24 1,659 209 533 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 40 56 72 84 56 47 61 87 81 99 82 124 135 157 101 104 120 117 78 1,701 168 677 89 49

男女計 100 123 154 167 121 110 139 167 166 210 175 221 297 320 200 199 220 169 102 3,360 377 1,210 77 46

男 29 58 66 79 65 34 47 64 79 84 106 91 96 148 147 90 77 75 29 1,464 153 566 全体 -12.6 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 34 40 50 64 49 34 37 56 79 80 92 79 125 135 148 91 90 89 99 1,471 124 652 男 -11.8 74 42

男女計 63 98 116 143 114 68 84 120 158 164 198 170 221 283 295 181 167 164 128 2,935 277 1,218 → 図① 女 -13.5 54 33

→ 図④

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計

男 0.18 0.97 0.99 0.96 0.78 0.52 0.75 0.82 0.99 0.99 0.95 0.98 0.99 0.91 0.90 0.91 0.82 0.69 0.43

女 0.17 1.00 0.89 0.89 0.58 0.61 0.79 0.92 0.91 0.99 0.93 0.96 1.01 1.00 0.94 0.90 0.92 0.84 0.54 → 図② 5年間 対2023比 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

男 23 28 57 64 62 34 25 39 63 78 80 104 90 88 133 134 73 53 44 1,273 109 526 51 36

女 22 34 36 44 37 30 27 34 51 78 74 89 80 125 127 133 83 76 101 1,281 92 646 42 23

男 18 23 28 55 50 32 25 21 38 62 75 78 103 82 79 121 109 51 41 1,092 68 484 30 22

女 17 22 30 32 26 23 23 25 31 50 73 72 89 80 118 115 122 70 95 1,112 70 599 32 18

男 13 17 22 27 43 26 24 21 21 38 60 73 78 94 74 72 99 75 39 916 53 454 24 14

女 13 17 20 27 19 16 18 22 22 30 47 70 72 89 75 106 105 103 89 959 50 567 22 13

男 10 13 17 21 21 23 19 20 21 20 36 58 72 71 85 67 59 68 49 751 40 399 18 11

女 10 13 15 18 16 11 12 16 20 22 28 45 70 72 84 68 97 88 103 809 38 513 → 図⑤ 17 10

男 7 10 13 16 17 11 17 16 20 20 19 35 58 66 64 77 55 41 50 611 30 352 14 8

女 7 10 11 13 10 10 9 11 15 19 20 27 45 70 68 76 62 82 103 670 28 461 13 7

男 5 7 10 12 13 9 8 14 16 19 19 19 35 53 59 58 63 38 38 496 22 310 10 6

女 5 7 9 10 8 6 8 8 10 15 18 20 27 45 66 61 70 52 99 545 21 394 9 6

男 4 5 7 9 10 7 7 7 14 16 18 19 19 32 48 54 47 43 33 398 16 257 7 5

女 4 5 6 8 6 5 5 7 7 10 14 17 20 27 43 60 56 59 81 440 15 326 7 4

男 3 4 5 7 7 5 5 5 7 13 15 18 19 17 29 43 44 33 32 312 12 198 6 3

女 3 4 5 6 5 4 4 5 6 7 9 13 17 20 26 38 55 47 75 348 11 261 5 3

男 2 3 4 5 5 4 4 4 5 7 13 15 18 17 15 26 35 31 28 240 9 152 4 3

女 2 3 4 4 3 3 3 3 4 6 7 9 13 17 19 23 35 46 66 271 9 207 4 2

→ 図⑦ → 図③

% ※90%以上が望ましい

% ※ 0%以上が望ましい（2023年の高齢化率が40%を超える場合のみ）

% ※90%以上が望ましい

人口予測シミュレーション 現行推移モデル

新潟県 地区ID： 1522217 人口予測FLG： 0 2018年世帯数： 1,154

上越市 地区名： 浦川原区 算出基準年度： 2023 2023年世帯数： 1,098 0人階級はプラス：

人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人) 中学生人口(人)

2018年 3,360 -
36.0 20.5 166 95

2023年 2,935
41.5 21.8 128

予測人口　2028年 2,554 -13.0 - 45.9 27.3 93

中学生人口(人)

75

コーホート変化率 人口（人）
人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)

〃     　2033年 2,203 -13.7 -24.9 49.2 32.9 62

59

〃     　2038年 1,874 -14.9 -36.1 54.4 36.7 46 28

41

16

〃     　2043年 1,559 -16.8 -46.9 58.4 38.4 35

〃     　2048年 1,281 -17.8 -56.3 63.5 42.5 26

51.7 14 9

21

20 12〃     　2053年 1,041 -18.8 -64.5 67.6 46.1

〃     　2063年 660 -21.2 -77.5 69.6 55.8 11 6

〃     　2058年 838 -19.5 -71.5 69.6

〃     　2068年 511 -22.6 -82.6 70.2 56.7 8 5

→ 図③

備考欄

・30年後の対2023年比は

  →   図⑥  ←

人口総数： 35.46
高齢化率： -26.10 

子ども人口： 15.59
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-100

-80

-60

-40

-20

0

20

〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜

％
図② コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2018〜2023年） 男 女
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図① コーホート変化数 （各年齢層別５年間変化数、2018〜2023年） 男 女
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県名：

市町村名： 0.1  人として計算

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計 就業者（人）

男 0 0 0 0 1 0 1 1 1 9 24 26 25 20 2 110 97 65以上 75以上

女 0 0 0 0 1 0 1 0 2 13 10 11 6 11 2 57 40

男女計 0 0 0 0 2 0 2 1 3 22 34 37 31 31 4 167 137

男 0 0 0 0 0 1 1 4 1 6 12 17 16 13 6 77 64 全体 -34.1 65以上 75以上

女 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 8 7 5 3 6 33 29 男 -30.0

男女計 0 0 0 0 0 2 1 4 2 8 20 24 21 16 12 110 93 → 図① 女 -42.1

→ 図④

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計

男 0.01 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.10 4.00 1.00 6.00 1.33 0.71 0.62 0.52 0.29

女 0.01 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 0.91 1.10 1.00 0.62 0.70 0.45 0.50 0.26 → 図② 5年間 対2020比 65以上 75以上

男 1 0 0 0 0 0 1 4 4 6 8 9 10 8 5 57 41

女 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 6 3 3 2 18 15

男 1 1 0 0 0 0 0 4 4 24 8 6 5 5 4 62 28

女 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3 2 1 10 7

男 1 1 1 0 0 0 0 0 4 24 32 6 3 3 3 78 47

女 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 6 3

男 1 1 1 1 0 0 0 0 0 26 32 23 3 2 2 92 62

女 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5 1 → 図⑤

男 1 1 1 1 1 0 0 0 0 3 35 23 14 2 1 82 75

女 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5 1

男 1 1 1 1 1 1 0 0 0 3 4 25 14 7 1 58 50

女 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1

→ 図⑥ → 図③

% ※90%以上が望ましい

2020年

農業就業者

2015年

農業就業者

就業者増減率(％) 高齢化率(％)

110

〃     　2030年 72 -4.0 -34.4 48.8 27.8

167 -
82.0 39.5

84.5 44.5

コーホート変化率 就業者
（人）
就業者増減率(％) 高齢化率(％)

〃     　2035年 84 16.6 -23.5 58.8 13.5

43.0予測人口　2025年 75 -31.7 - 74.0

〃     　2045年 87 -10.8 -21.3 87.3 19.7

8.0

35.1

備考欄

・30年後の対2020年比は

〃     　2040年 97 15.3 -11.8 64.5

就業者総数： 57.19

〃     　2050年 63 -27.3 -42.8 81.2

農業就業者予測シミュレーション 現行推移モデル

地区ID：

地区名： 0人階級はプラス：上越市 浦川原区 算出基準年度： 2020

新潟県 1522217 人口予測FLG： 0
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図④ 2020年農業就業者人口ピラミッド 女 男
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図⑤ 2040年農業就業者人口ピラミッド予測（現行推移モデル） 女 男
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図③ 今後の農業就業者予測（現行推移モデル）
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％ 図② 農業就業者コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2015〜2020年） 男 女
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図① 農業就業者コーホート変化数 （各年齢層別５年間変化数、2015〜2020年） 男 女
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図⑥ 男女別就業者数の将来予測（現行推移モデル）
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都道府県名：

市町村名： 0.5  人として計算

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計 人口（人）

男 13 22 32 29 28 25 30 30 44 49 54 83 73 97 77 71 66 57 19 899 67 387 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 17 24 25 32 18 21 32 28 47 33 46 58 76 79 87 76 111 94 71 975 66 518 32 19

男女計 30 46 57 61 46 46 62 58 91 82 100 141 149 176 164 147 177 151 90 1,874 133 905 29 16

男 7 14 23 26 15 16 18 17 27 46 45 50 80 73 85 66 61 41 30 740 44 356 全体 -17.6 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 4 11 20 21 18 11 14 25 25 43 32 45 54 70 75 88 69 90 89 804 35 481 男 -17.7 22 14

男女計 11 25 43 47 33 27 32 42 52 89 77 95 134 143 160 154 130 131 119 1,544 79 837 → 図① 女 -17.5 19 12

→ 図④

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計

男 0.08 1.08 1.05 0.81 0.52 0.57 0.72 0.57 0.90 1.05 0.92 0.93 0.96 1.00 0.88 0.86 0.82 0.69 0.43

女 0.08 0.65 0.83 0.84 0.56 0.61 0.67 0.78 0.89 0.91 0.97 0.98 0.93 0.92 0.95 1.01 0.92 0.84 0.54 → 図② 5年間 対2023比 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

男 3 8 15 19 13 9 12 10 15 28 42 42 48 80 64 73 54 42 30 607 26 343 13 10

女 3 3 9 17 12 11 7 11 22 23 42 31 42 50 66 76 81 58 96 660 15 427 7 7

男 2 4 8 12 10 8 6 7 9 16 26 39 40 48 70 55 59 37 31 487 14 301 7 6

女 2 2 2 8 9 7 7 6 10 20 22 41 29 39 47 67 70 68 83 539 7 373 3 2

男 2 3 4 6 6 6 6 3 6 10 15 24 38 40 42 60 45 41 29 384 8 257 4 3

女 2 2 2 2 4 6 5 6 5 9 20 22 38 27 37 48 62 59 81 433 5 312 2 1

男 1 2 3 3 3 4 4 3 3 6 9 14 23 38 35 36 49 31 30 296 6 219 3 2

女 1 1 1 1 1 3 4 4 5 5 9 19 20 35 25 37 44 52 75 342 3 268 → 図⑤ 1 1

男 1 1 2 2 2 2 3 2 3 3 6 8 13 23 33 30 30 34 26 223 3 176 2 1

女 0 1 1 1 1 1 2 3 3 5 5 8 18 19 33 26 34 37 68 265 2 216 1 1

男 0 1 1 2 1 1 1 1 2 3 3 5 8 13 20 28 25 20 25 162 2 132 1 1

女 0 0 0 1 1 1 0 1 3 3 5 4 8 17 18 34 24 29 56 204 1 176 0 0

男 0 0 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 5 8 11 17 23 17 19 115 1 96 1 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 4 4 7 16 18 31 20 46 155 1 137 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3 3 5 7 10 14 16 16 79 0 67 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 4 4 7 16 16 26 35 116 0 104 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 3 4 6 8 10 13 52 0 44 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 4 4 7 15 14 33 83 0 76 0 0

→ 図⑦ → 図③

% ※90%以上が望ましい

% ※ 0%以上が望ましい（2023年の高齢化率が40%を超える場合のみ）

% ※90%以上が望ましい

人口総数： 23.65
高齢化率： -30.30 

子ども人口： 3.64

備考欄

・30年後の対2023年比は

  →   図⑥  ←→ 図③

〃     　2068年 135 -30.8 -91.2 88.5 77.7 0 0

〃     　2063年 196 -27.4 -87.3 87.6 76.1 0 0

〃     　2058年 270 -26.1 -82.5 86.5

1 1〃     　2053年 365 -25.1 -76.4 84.5 65.9

70.8 1 1

3

2

〃     　2043年 638 -21.9 -58.7 76.3 55.4 4

〃     　2048年 487 -23.6 -68.4 80.4 58.3 3

8〃     　2033年 1,026 -19.0 -33.5 65.6 45.8 9

17

〃     　2038年 818 -20.4 -47.1 69.7 51.8 6 4

コーホート変化率 人口（人）
人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)

予測人口　2028年 1,267 -18.0 - 60.8 40.2 20

中学生人口(人)

27
2023年 1,544

54.2 34.6 41

2018年 1,874 -
48.3 30.1 62 35

人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人) 中学生人口(人)

上越市 地区名： 牧区 算出基準年度： 2023 2023年世帯数： 736 0人階級はプラス：

人口予測シミュレーション 現行推移モデル

新潟県 地区ID： 1522219 人口予測FLG： 0 2018年世帯数： 792
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人 図⑤ 2043年人口ピラミッド予測（現行推移モデル） 女 男
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図⑥ 小・中学生人口の将来予測（現行推移モデル）
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図⑦ 子ども（１５歳未満）人口の将来予測（現行推移モデル）
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図③ 今後の人口予測（現行推移モデル） 人口 高齢化率
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図② コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2018〜2023年） 男 女
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人
図① コーホート変化数 （各年齢層別５年間変化数、2018〜2023年） 男 女
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県名：

市町村名： 0.1  人として計算

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計 就業者（人）

男 0 1 0 0 0 1 2 1 3 8 28 28 28 19 2 121 105 65以上 75以上

女 0 0 0 0 0 1 0 0 1 11 25 14 19 6 1 78 65

男女計 0 1 0 0 0 2 2 1 4 19 53 42 47 25 3 199 170

男 0 0 0 0 0 0 1 5 4 11 17 22 12 13 2 87 66 全体 -34.7 65以上 75以上

女 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 7 19 8 8 0 43 42 男 -28.1

男女計 0 0 0 0 0 0 1 5 5 11 24 41 20 21 2 130 108 → 図① 女 -44.9

→ 図④

年齢層 15〜 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 85〜 合計 高齢者計

男 0.01 1.00 0.91 1.00 1.00 1.00 1.00 2.50 4.00 3.67 2.13 0.79 0.43 0.46 0.29

女 0.01 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 0.91 1.00 1.10 0.91 0.64 0.76 0.57 0.42 0.26 → 図② 5年間 対2020比 65以上 75以上

男 1 0 0 0 0 0 0 3 20 15 23 13 9 6 4 95 56

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5 11 3 2 24 22

男 1 1 0 0 0 0 0 0 10 73 31 18 6 4 3 149 62

女 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 5 1 12 10

男 2 1 1 0 0 0 0 0 1 37 156 24 8 3 2 235 193

女 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 8 3

男 2 2 1 1 0 0 0 0 1 4 78 122 10 4 1 226 216

女 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 1 → 図⑤

男 1 2 2 1 1 0 0 0 1 4 8 61 52 5 1 139 128

女 1 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0

男 1 1 1 2 1 1 0 0 1 4 8 6 26 24 2 78 66

女 1 1 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0

→ 図⑥ → 図③

% ※90%以上が望ましい

2020年

農業就業者

2015年

農業就業者

就業者増減率(％) 高齢化率(％)

130

〃     　2030年 161 35.3 23.7 44.9 13.7

199 -
85.4 37.7

83.1 33.1

コーホート変化率 就業者
（人）
就業者増減率(％) 高齢化率(％)

〃     　2035年 242 50.7 86.4 81.0 6.4

30.0予測人口　2025年 119 -8.6 - 65.4

〃     　2045年 146 -37.4 12.2 87.9 40.5

7.1

61.9

備考欄

・30年後の対2020年比は

〃     　2040年 233 -3.9 79.2 93.2

就業者総数： 65.33

〃     　2050年 85 -41.8 -34.7 78.4

農業就業者予測シミュレーション 現行推移モデル

地区ID：

地区名： 0人階級はプラス：上越市 牧区 算出基準年度： 2020

新潟県 1522219 人口予測FLG： 0
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資料２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所管課 事業費

1

総
務
・
地
振

文化振興課
地域政策課
観光振興課

スポーツ推進課

9,661
(補助金)

2

総
務
・
地
振

地域政策課 3,167

3

総
務
・
地
振

地域政策課 －

4

総
務
・
地
振

地域政策課 351

5

総
務
・

地
振

地域政策課 41,030

6

産
業

農政課 50,078

7

産
業

農林水産整備課 64,899

8

産
業

農林水産整備課
1,040

(負担金)

令和７年度　板倉区における主な事業

Ｒ７当初（Ｒ６国補正含む）予算 （単位：千円）

事　　　業　　　名　　・　　事　　　業　　　内　　　容

地域独自の予算事業

　地域の課題を解決し、地域の活力の向上を図るため、各種団体や総合事務所が地域の
実情に合った取組を行う。
・板倉区 7事業 （①地域に残る伝説の紙芝居作成事業、②板倉の文化語り部継承と
アーカイヴ事業、③YAWAYAWA MARKET itakura事業、④ベースキャンプin光ヶ原高原
(光ヶ原高原活性化)事業、⑤いたくら里山彩花事業、⑥上越自転車まつり、⑦廃校を活
用した交流の場創出事業）

板倉区地域振興事業

　地域振興に資する事業等の実施を通じ、地域やコミュニティの活性化を図る。
　・板倉ふれあいまつり補助金 1,498千円
　・宮古島市交流事業補助金　   863千円(地域間交流・児童交流)
　・宮古島市交流事業職員旅費　 806千円(地域間交流・児童交流）

地域集落支援事業

　「中山間地域の暮らしは、地域の支え合いで守る」ため、高齢化や人口減少、後継
者・担い手不足により共同活動等の維持が困難となっている集落に対して、コミュニ
ティ機能の強化を図り、住民同士や集落出身者等を活用した支え合いや自主的・自発的
な地域づくり活動が継続的に行われるよう支援を行う。
　・集落づくり推進員　48,966千円（うち板倉区1人）
　・地域おこし協力隊　75,618千円（うち板倉区2人 寺野地区(5/8まで)、筒方地区）

地域協議会費

　地域協議会の活動を通じて地域の課題に対してより良い解決策を導き出すとともに、
地域住民の意見を市政に反映し、市民主体のまちづくりを推進する。
　・地域協議会の開催　　　　 　219千円
　・地域協議会委員研修の実施　　58千円
　・地域協議会だよりの発行　　　74千円

板倉コミュニティプラザ整備事業

　コミュニティプラザの機能や環境を維持するために必要な整備を行う。
　・板倉コミュニティプラザ照明ＬＥＤ化工事

中山間地域等活性化対策事業（中山間地域等直接支払交付金）

　農業生産条件が不利な状況にある中山間地域において、農業生産の維持を図りつつ多
面的機能を確保する観点から、中山間地域等直接支払交付金を活用し農地保全と担い手
育成を推進することにより、中山間地域農業の振興を図る。また、集落を超えて連携
し、地域の課題に取り組む地域マネジメント組織の活動を支援することにより、元気な
農業・農村づくりを進める。
　・中山間地域直接支払 第6期対策の1年目
　・板倉区協定組織：広域協定1組織(13支部)
　・板倉区協定面積：175.75ha

多面的機能支払交付金事業

　地域共同による農地・農業用水等の資源の保全管理と農村環境の保全向上の取組を支
援するとともに、農業用施設の補修・更新等による長寿命化の活動等を支援する。
　・板倉区対象面積：847.03ha　19組織（農地維持）

県営ため池等整備事業（土地改良施設豪雨対策）針地区

　自然的、社会的要因で生じた排水施設等の機能低下の回復や災害の未然防止を図るた
め、湛水防除による防災・減災対策を実施し、総合的な地域排水機能の強化を図る。
　・板倉区針地区（全体計画）：調整池工3箇所　排水路嵩上げ工 L=675m
    令和7年度：調整池の用地交渉、用地買収
　　           県営事業負担金　8,000千円×13%＝1,040千円
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資料２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所管課 事業費

Ｒ７当初（Ｒ６国補正含む）予算 （単位：千円）

事　　　業　　　名　　・　　事　　　業　　　内　　　容

9 市営分収林整備、作業路開設

産
業

農林水産整備課 8,943

10 観光施設等整備事業

産
業

観光振興課 5,364

11 観光施設等管理事業

産
業

観光振興課 36,950

12 観光振興対策事業

産
業

観光振興課 283

13 交通安全対策事業（Ｒ６国補正）

建
設

道路課 8,550

14 道路維持費

建
設

道路課 3,795

15 橋梁維持費（Ｒ６国補正含む）

建
設

道路課 65,679

　良質な地域産材の生産や温暖化防止、国土保全など、森林の持つ多面的機能の維持向
上を図るため、除間伐等を実施し、適切な保育管理を推進する。
　また市営分収林において、森林の健全性を確保するため、間伐を実施する。
　・板倉区別所団地：利用間伐　4.28ha、作業路開設　496ｍ

　板倉区の自然・史跡を活かした観光施設と関田山脈を縦断する信越トレイルなどを快
適に利用できるよう維持管理を行い、安らぎと憩いの場を提供し市内外からの誘客促進
を図る。
　また光ヶ原高原に広がるブナ林や自然景観を活かすため、光ヶ原高原ファンクラブ等
の関係団体と連携し、施設管理やイベントを行い、来場者の増加を図る。
　・板倉区観光施設　2,548千円
　・光ヶ原高原観光総合施設　2,816千円

　快適に観光施設を利用できるよう、指定管理者制度により施設を管理・運営するとともに、施
設の安全を確保するため、施設の定期検査や修繕等を行う。
　　・指定管理委託（板倉保養センター  13,406千円、ゑしんの里記念館  16,928千円）
　　・修繕費等（板倉保養センター  5,689千円、ゑしんの里記念館  927千円）

　板倉区の観光資源のＰＲ活動や観光施設の利用促進活動を実施する特定非営利活動法
人板倉まちづくり振興会へ補助金を交付し、活動を支援する。

　学校関係者及び関係機関等と実施した通学路の合同点検に基づき、改善工事を実施
し、歩行者の安全確保を図る。
　【工事概要】
　・市道小石原線　　　小石原地内　防護柵設置　L= 66ｍ
　・市道戸狩五反田線　戸狩地内　　防護柵設置　L=113ｍ
  ・市道針・東町線　　針地内　　　側溝改良　  L= 20ｍ

　道路舗装修繕計画に基づき、舗装修繕工事を行う。
　【工事概要】
　・市道板倉中央線他　沢田他地内　舗装修繕　L=120ｍ　W=6.0ｍ～7.0ｍ

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の損傷個所の適切な修繕を行い、施設の長寿命
化を図る。
　【工事概要】
　・別所川橋（戸狩松ノ木線） 　稲増他地内　橋梁修繕　N=１式
　・無名橋466(山越谷内線）　　 山越地内　　橋梁修繕　N=１式
　・沖橋　　（下長嶺稲増線）　 戸狩地内　　橋梁修繕　N=１式
　・針中江橋（針中江橋線）　 　針地内　  　橋梁修繕　N=１式
　・中江橋　 (山部火打田線）　 熊川地内　　橋梁修繕　N=１式
  ・小熊川橋 (山部線）　　　　 山部地内　　橋梁修繕　N=１式
　・第一猿又川橋(上久々野猿供養寺線） 猿供養寺地内　橋梁修繕　N=１式
　・中江橋　 (高野砂田線）　　 高野地内　　橋梁修繕　N=１式
　・中之宮橋（中之宮線）　　　 中之宮地内　橋梁修繕　N=１式
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資料２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所管課 事業費

Ｒ７当初（Ｒ６国補正含む）予算 （単位：千円）

事　　　業　　　名　　・　　事　　　業　　　内　　　容

16 災害防止対策事業（道路）

建
設

道路課 21,455

17 災害防止対策事業（河川）

建
設

河川海岸砂防課 17,343

18 消融雪施設管理費（Ｒ6国補正）

建
設

道路課
(雪対策室)

51,007

19

教
文

学校教育課 16,358

20

教
文

地域政策課 526

21

教
文

社会教育課 17,984

板倉区スクールバス等運行事業

　児童生徒の通学支援のためスクールバスを運行し、遠距離通学する児童生徒の負担解
消と安全確保を図る。
・針小学校、宮嶋小学校、山部小学校の統合による遠距離通学となる児童の登下校及
　び板倉中学校に通う遠距離通学生徒の登下校手段確保のためスクールバスを運行
・板倉小学校、豊原小学校、板倉中学校の校外学習等への有効活用運行
・所有バスは、45人乗り（いすずガーラmio）2台
・運行業務は、定期運行、臨時運行とし、業者委託により実施
・スクールバス運行に係る委託料　11,308

宮古島市城辺交流事業（児童交流）

　板倉区稲増出身の中村十作氏が宮古島の人頭税廃止に尽力されたことを縁として、児
童による夏・冬相互の宿泊交流を通じて両地域を結ぶ歴史を学び、風俗や文化の違いな
どを体験し、両地域の一層の友好親善を深めるとともに、広い視野と郷土を愛する心を
持った児童を育てる。
　またこの交流は、人権教育の一環として、人々が平等であること、お互いに尊重し合
うこと、そして人々が自分たちの権利を守ることができる社会を築くことにも貢献す
る。
・宮古島市交流事業補助金（児童交流）

板倉区公民館管理運営費

　経年劣化により老朽化した板倉農村環境改善センターの高圧受電設備について交換工
事を行う。
　・板倉農村環境改善センター高圧受電設備交換工事　一式　7,414

　道路側溝改良等を実施し、災害の発生予防や被害の拡大防止を図る。
　【工事概要】
　・市道筒方線　           下関田地内　道路修繕　L=38ｍ
　・市道北ノ山線　         栗沢地内  　道路修繕　L=50ｍ
　・市道工業団地北部2号線　稲増地内　  水路改良　L=97ｍ
　・市道工業団地北部2号線　稲増地内　  側溝改良　L= 4ｍ
　・市道長塚･稲増線　      稲増地内　  側溝改良　L=14ｍ
　・市道戸狩･上川原線　    稲増地内　  側溝改良　L=13ｍ
　・市道板倉山手線　       久々野地内　側溝改良　L=34ｍ

　河川の護岸防止対策などを実施し、災害の発生予防を図る。
　【工事概要】
　・城古川　  久々野地内　 護岸工　  L=12ｍ
　・小熊川  　山部地内　   護岸工  　L=66ｍ
　・大熊川  　久々野地内 　護岸工  　L=15ｍ
　・二反田川　久々野地内 　水路改良　L=40ｍ
　・濁川　    関田地内　　 護岸工  　L= 4ｍ

　冬期間における安全な道路交通確保を図るため、消融雪施設整備計画に基づき計画的
に消雪パイプ及び井戸の更新を行う。
　【工事概要】
　・市道針曽根田線　針地内
　　消雪井戸更新工事　消雪井戸  N=1箇所
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